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　年に一度の総会・懇親会は毎回、恩師の先生方からの楽しいお
話やゲストのミニコンサート、カラオケタイムで盛り上がり、最後は校
歌斉唱。まだ参加された事のない方はぜひ一度のぞいて見て下さ
い。同じ吹田高校の学び舎で青春を過ごしたご縁を大切に、世代
をこえた良き出会いお楽しみ下さい。飛び入り参加も大歓迎です。

平成20年度

鳳志会の総会
＆懇親会

鳳志会プレス５号によせて

場　所／吹田市文化会館（メイシアター）レセプションホール
吹田市泉町2丁目29-1（阪急千里線　吹田駅下車スグ）
106-6380-2221

会　費／6,000円（ただし、55・56期生は無料）
総　会／午前11時～午前11時45分
懇親会／正午～午後2時
　　　　　会長挨拶・校長先生や恩師挨拶
　　　　　乾杯・食事と歓談
　　　　　ミニライブ・カラオケタイム
　　　　　全員で校歌斉唱・お開き

日時／平成20年7月5日（土）
　　　午前11時～午後2時

第1期卒業生から、毎年卒業生の中から「鳳志会」の幹事
となる評議員が各クラス2名程度任命されています。
本年も56期生で15名の評議員の皆さんが選任されました。
評議員の役割は、各年度の卒業生の取りまとめ、母校と
のパイプ役、鳳志会活動への参画等です。年1回の「鳳
志会総会」にはぜひご出席いただきたくお願い致します。

「評議員」の皆様へ御願い

　今年も薫風と共に皆様のもとに鳳志会プレスが届く
季節となりました。この鳳志会プレスの発行も今回で第
5号となりましたが、既刊の4号までについて皆様方の
評価はいかがでしょうか？期待通り「吹高ネットワーク」
のコミュニケーションプレスとしての役目を果たすことが
できているのでしょうか。幸いにも毎回、多くの卒業生の
皆さんから温かいメッセージをいただいて随分と励まさ
れております。今回も多くの先輩諸氏や先生方にご協
力を賜り、編集委員のお手伝いの皆さん方の頑張りで
全国の卒業生の皆様にお届けすることができました。
関係者の皆様に心より感謝を申し上げます。
　さて本年も母校では2月26日に卒業式（全日制）が行
われ247名の若人が希望に胸を膨らませて旅立って行
きました。56期生の皆さん、卒業おめでとうございます。
そして3月9日には定時制課程の最後の卒業式が執り
行われました。吹高の創立と同時に開設された定時制
課程は多くの社会に貢献する卒業生を輩出し、時に働
きながら学習する生徒の皆さんにとって、本当に存在価
値の高い「吹高」であったと思います。今その価値ある
役目を全うされたことは同じ吹高で学んだ私達にとって
も誇りであります。本当にご苦労様でした。
　昨年度より府下の学区制が改編され9学区から4学
区へと大きく変わりました。今春の吹田高校への応募
者は420名で定員の1.31倍という競争率でした。昨年
の競争率は1.2倍でした。府下の広範囲からの応募で
ありました。当然これからも吹田高校は地域随一の伝
統校として文字通り「吹田の吹高」の存在意義を高め
100周年を目指して地域とともに発展して行くことでしょ
う。我々、鳳志会は「吹高ネットワーク」の中心的存在と
して一致団結して母校・吹田高校の発展のために最大
限の支援と努力を尽くしたいと思っています。
　前号（第4号）でも述べましたが吹高ネットワークの絶
大なパワー「吹高心」を生み出し、全ての吹高関係者
の皆さんとの強い絆で『吹高』の発展にできる限り貢献
して行きたいと思います。

鳳志会会長　上村和輝

（「ホームレス中学生」が200万部を突破した著者の田村裕さん（46期生））
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気軽に楽しく健康づくり

会員募集中！

■営業時間/月～金　10：00～22：30
　　　　　/土曜日　10：00～20：00
　　　　　/祝祭日　10：00～19：00
■休 業 日/毎週日曜日・お盆・年末
　　　　　年始・その他（施設点検日等）

スイミング・器械体操・サッカークラブ
〒533-0004　大阪市東淀川区小松1丁目5番3号
　　　　　　　　阪急上新庄駅より徒歩3分

お問い合わせは 106-6326-5577

同時募集中！
会　長　寺 西 重 博  （6期）
理事長　土 手 基 史  

いい人　いい街　いい笑顔

〒567-8651　茨木市西駅前町９番３２号
TEL.０７２-６２３-４９８１　FAX.０７２-６２２-１５７７

ホームページ　http://www.settsu-suito.jp

本　　社 〒533-0004　大阪市東淀川区小松1丁目16番25号
T　E　L 06-6328-4123　
F　A　X 06-6328-6641
U　R　L http://www.miyagawa.co.jp
拠　　点 国内：大阪・滋賀・広島・山口
 海外：タイ・マレーシア

プラスチック＆ファインセラミックスで新未来を創造

宮川化成工業株式会社
取締役社長　宮川征四郎（8期）

【工学部・情報通信工学部・医療福祉工学部・総合情報学部】

工学部電子工学科教授・医学博士　藤崎紘久（8期）

〒572-8530 大阪府寝屋川市初町18-8　TEL 072-824-1131
E-mail nyushi@isc.osakac.ac.jp　URL http://www.osakac.ac.jp

毎年100名近くの参加者で旧交を深めている。

井上先生を囲んで
話が弾む。

鳳志会の懇親会がご
縁でめでたく結ばれた
お二人です。

鳳志会では若手のグルー
プ。右から3人目が33期の
今尾浩美さん。4号でこんに
ちは先輩にも登場。

9期生の皆さん、今年は11月15日に学年の同窓会を開催
します。詳細はP13を。

8期生の皆さん、今
年の11月16日に同
窓会を開催する。
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万
名
を
越
す
吹
田
高
校
卒

業
生
が
実
に
様
々
な
方
面
で

頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。今
回

も
吹
田
高
校
の
伝
統
を
築
い

て
こ
ら
れ
た
諸
先
輩
の
興
味

あ
ふ
れ
る
思
い
出
話
や
、温

か
く
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

頂
き
ま
し
た
。
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一

昭和28年 吹田高校卒業（1期生）
昭和29年 ノンプロ（社会人）野球、滝川産業入社
昭和30年 プロ野球、近鉄パールズ入団（現オリックス・
　～32年 バッファローズ）
昭和33年 ノンプロ（社会人）野球　
 積水化学工業奈良工場入社
昭和37年 同社、中央研究所企画班
 同社、商品研究所、組立製品開発課
 同社、新製品開発プロジェクトチーム
 同社、生産事業本部技術開発室主任技術員
昭和63年 同社、奈良工場品質管理部主席技術員
同年 立積住備工業（株）代表取締役専務
平成4年～7年　同社代表取締役社長
平成8年～11年　積水ホームテクノ（株）総括部長

以下現在に至る
（備考）吹田高校野球部OB会　初代会長

現　同上OB会　名誉会長

経　歴

H20年3月3日撮影
手にしているのは、プロ野球時代に別注で誂えた600匁（約2.3kg）のマスコットバット。重過
ぎて私以外に誰も振れなかったので、今でも家にあり、家宝にしている。

　

前
号
に
同
期
の
玉
置
君
が
”勉
強

ぎ
ら
い
に
乾
杯
“
を
投
稿
し
て
い
た

の
で
、重
複
は
避
け
る
が
、そ
の
中
に

彼
と
の
ツ
ー
シ
ョッ
ト
が
あ
り
、当
時

を
懐
し
く
思
い
お
こ
し
た
。私
も
20

数
年
前
に
朝
日
新
聞
の
”ミニミニ
球

史
“「
青
春
埋
め
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
」の

記
事
を
持って
い
た
の
で
披
露
す
る
。

　

当
時
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
状
況
は
、

石
混
じ
り
の
草
っ
原
で
新
聞
記
事
の

通
り
だ
っ
た
が
、そ
れ
以
上
に
当
時

は
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
、ハ
ン
グ

リ
ー
な
時
代
で
、皆
ん
な
腹
を
減
ら

し
我
慢
し
て
、且
つ
楽
し
く
練
習
や

試
合
に
取
組
ん
で
き
た
。勿
論
、グ

ラ
ブ
や
バッ
ト
等
の
用
具
も
少
な
く
、

折
れ
た
バッ
ド
に
釘
を
打
ち
テ
ー
プ

を
巻
き
、糸
の
切
れ
た
ボ
ー
ル
は
、家

に
持
帰
り
、縫
っ
て
く
る
の
が
日
課

だ
っ
た
。今
思
え
ば
、こ
ん
な
苦
し
い

時
代
だ
っ
た
が
、初
代
監
督
の
西
田

寛
先
生
と
、少
人
数
だ
っ
た
が
部
員

全
員
の
情
熱
と
意
気
で
ド
ロ
ま
み
れ

に
な
り
乍
ら
、困
難
を
克
服
し
て
き

た
爽
や
か
な
思
い
出
で
あ
る
。

　

最
近
の
母
校
の
現
状
は
、グ
ラ
ウ

ン
ド
の
土
も
総
入
れ
か
え
さ
れ
、水

捌
け
も
良
く
な
り
、部
員
達
の
手

で
毎
日
見
事
に
整
備
さ
れ
て
お

り
、（
右
翼
フェン
ス
迄
の
距
離
が
少

し
短
い
事
を
除
け
ば
）見
違
え
る

程
、素
晴
ら
し
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
変

身
し
て
い
る
。こ
の
上
は
、部
員
達

も
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
負
け
な
い
様
に
、

技
術
面
、精
神
面
共
に一大
脱
皮
し

て
”夢
の
甲
子
園
“を
目
ざ
し
て
邁

進
し
て
欲
し
い
。

　

本
誌
創
刊
号
に一
期
生
の
松
田

弘
君
が
”吹
田
高
校
に
対
す
る
期

待
“と
し
て「
野
球
で
大
阪
代
表
と

し
て
甲
子
園
へ
行
って
下
さ
い
。」と

い
う
ゲ
キ
が
あ
った
が
、今
、グ
ラ
ウ
ン

ド
で
私
が
選
手
達
に
云
って
い
る
事

は
、”必
ず
夏
の
大
阪
大
会
に一勝
す

る
事
“だ
。こ
れ
は
簡
単
な
様
だ
が
、

初
戦
に
優
勝
候
補
と
当
る
可
能
性

も
有
り
、”
優
勝
せ
よ
!
“
と
殆
ん

ど
同
意
語
で
、日
頃
か
ら
優
勝
候
補

と
対
し
て
い
る
気
概
で
全
て
の
練
習

に
取
組
ま
ね
ば
叶
え
ら
れ
な
い
。そ

の
為
に
は「
皆
ん
な
と一緒
の
練
習
だ

け
で
な
く
、自
分
の
時
間
を
作
り
、

自
主
的
に
練
習
を
継
続
す
る
事
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。」”こ
れ
“が

で
き
れ
ば
甲
子
園
も
”夢

“で
は
な

く
な
る
。

　

今
年
入
っ
た
新
入
部
員
も
含
め

て
三
年
計
画
で
”
夢
“
を
実
現
し

て
欲
し
い
。昨
年
迄
の
最
高
成
績

が
夏
の
大
阪
大
会
準
決
勝
進
出

（
十
一
期
生
）ど
ま
り
で
、残
念
乍

ら
優
勝
迄
は
至
ら
な
か
っ
た
。世

間
で
は
創
部
一
年
目
で
甲
子
園
出

場
を
果
し
た
学
校
も
あ
る
。母
校

も
間
も
無
く
、創
立（
創
部
）六
十

周
年
を
迎
え
る
。こ
れ
を
機
に
前

記
三
年
計
画
で
、学
校
、家
族
、

O
B
、吹
田
市
も
一
丸
と
な
っ
て
現

役
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
”
夢
“の
実

現
に
邁
進
し
よ
う
!

　

次
に
私
の
”
座
右
の
銘
“
に
つ

い
て
、私
が
五
十
数
年
前
の
、プ
ロ

野
球
、近
鉄
パ
ー
ル
ズ（
現
オ
リ
ッ

ク
ス・バッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
）時
代
に
、初

め
て一
軍
入
り
す
る
時
に
、当
時
の

二
軍
監
督
だ
っ
た
、根
本
睦
夫
さ

ん（
故
人
）に
教
え
て
も
ら
っ
た
言

葉
で
、今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い「
オ

イ
ア
ク
マ
」と
い
う
言
葉
だ
。「
オ
」

は
驕
る
な
。「
イ
」は
威
張
る
な
。

「
ア
」は
焦
る

な
。「
ク
」は

腐
る
な
。「
マ

」
は
迷
う
な

の
5
文
字

だ
。
要
約
す

る
が
、
こ
の

「
オ
イ
ア
ク
マ

」は
、い
づ
れ

も
戒
め
の
言

葉
の
頭
文
字

で
、「
オ
イ
」

は（
絶
）好
調

時
の
も
の
で
、

簡
単
に
云
え

ば
”
実
る
程
、

頭
を
垂
れ
る

稲
穂
か
な
“と
同
意
語
だ
。「
ア
ク

マ
」は（
絶
）不
調
時
の
も
の
で
”ピ

ン
チ
の
影
に
チ
ャ
ン
ス
有
り
“
”
下

手
な
考
え
休
む
に
似
た
り
“の
同

意
語
で
ど
ん
な
時
も
プ
ラ
ス
思
考

で
先
づ
挑
戦
し
て
見
る
事
だ
!

　

私
は
こ
ん
な
話
を
、自
分
が
在

籍
し
て
い
た
積
水
化
学
や
立
積
住

備
等
の
後
輩
や
新
人
社
員
達
、そ

れ
に
本
校
野
球
部
の
後
輩
達（
最

近
は
少
し
途
切
れ
て
い
る
が
、亦

復
活
す
る
）に
伝
え
て
き
た
が
、今

で
も
退
職
し
た
人
か
ら「
オ
イ
ア

ク
マ
」
を
忘
れ
ず
に
頑
張
り
ま

す
!
と
の
年
賀
状
が
く
る
と
、喜

び
且
つ
幸
多
か
れ
と
祈
って
い
る
。

　

最
後
に一言
、一昨
年
の
十
一月
に

最
愛
の
妻
を
”ガ
ン
“
で
亡
く
し

た
後
、落
胆
と
看
病
疲
れ
で
体
力
、

気
力
共
に一気
に
衰
え
て
し
ま
っ
た

が
、一
念
発
起
し
、昨
年
三
月
か
ら

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
今
で
は
月
二

十
日
、一日
平
均
一万
五
千
歩
、月
三

十
万
歩
以
上
は
歩
い
て
い
る
。途

中
の
体
操
を
含
め
る
と一日
、三
〜

四
時
間
は
運
動
し
て
い
る
。こ
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
体
操
は
今
後
も

長
く
続
け
た
い
と
思
って
い
る
。

”
継
続
は
力
な
り
!
“
後
輩
諸
君

よ
迷
わ
ず
頑
張
れ
!

私
の
吹
田
高
等
学
校

2
期
生
　
横
田
　
隆
介

　

私
は
、昭
和
二
十
七
年
に
転
校

生（
二
年
生
）と
し
て
吹
田
高
校
に

入
学
し
た
。生
ま
れ
は
兵
庫
県
の

神
戸
、戦
災
と
父
の
死
去
に
よ
り

叔
母
を
頼
っ
て
戦
後
二
年
目
に
愛

知
県
の
豊
橋
に
転
居
し
た
。昭
和

二
十
六
年
、地
元
の
県
立
時
習
館

高
等
学
校
に
入
学
し
一
年
を
終
業

し
た
直
後
、家
庭
の
事
情
で
吹
田

の
姉
の
家
に
単
身
同
居
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。そ
し
て
お
世
話
に
な
っ

た
の
が
吹
田
高
等
学
校
で
あ
る
。

　

丁
度
そ
の
春
、時
習
館
高
等
学

校
は
二
十
数
年
振
り
に
全
国
選

抜
野
球
大
会
に
出
場
す
る
こ
と

に
な
り
、担
当
職
員
が
甲
子
園
に

出
張
し
て
い
て
転
校
に
必
要
な
書

類
が
作
成
で
き
ず
、通
知
簿
一
葉

を
持
っ
て
吹
田
高
校
に
入
学
を
願

い
出
た
。対
応
し
て
頂
い
た
の
は

数
学
担
当
の
藤
田
五
郎
先
生
で
、

時
習
館
高
等
学
校
に
旧
知
の
先

生
が
在
職
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

て
親
身
に
対
応
し
て
頂
い
た
こ
と

を
覚
え
て
い
る
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
の
な

か
で
も
二
年
生
時
ク
ラ
ス
担
任
の

昭和30年　吹田高校卒業
　　34年　大阪市立大学文学部卒業
　　36年　同大学法学部卒業
　　同年～平成9年　高槻市役所に奉職
　　　　　（文書課長、議会事務局長、
  社会教育部長など歴任）
　　50年～　保護司を拝命
　　51年～　浄土真宗本願寺派
　　　　　　圓正寺住職に就任
平成13年～15年　高槻仏教会会長
　　14年～　鵜殿のヨシ原保存会会長
その他2つの社会福祉法人の理事、監事
（現職）
浄土真宗本願寺派
大阪教区組長連合会副会長（現職）

経　歴

昭和 17年 4月　神戸市立灘南国民学校に入学
（昭和19年8月　兵庫県神崎郡川辺村に学童疎開）
昭和 22年 2月　愛知県豊橋市に転居。
昭和 26年 4月　愛知県立時習館高校に入学。
昭和 27年 4月　大阪府立吹田高校に転校。
（昭和29年1月　肺結核に罹り、5年間の療養生活に入る）
昭和 29年 3月　同校卒業
昭和 34年 1月　警察関係外郭団体職員として採用。
昭和 40年 6月　愛知マツダ（株）に入社。
平成 7年 5月　法務省より保護司を委嘱され現在に至る。
平成 7年 9月　愛知マツダ（株）を退社。
※　短歌結社『波濤』第一会員。中部日本歌人会参与。
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昨年11月秋の叙勲で
「瑞宝双光章」を拝受

吹
高
に
感
謝
。感
謝
。3期

生
　
内
本
　
隆
譲

吹田市新芦屋下7-12
　TEL06-6875-2884
　FAX06-6877-3191

味 舌 陶 房
　陶芸教室会員募集中

茶道具、花入れ、食器、クラフト 味舌隆司（18期）

伊倉　嘉春（3期）
薬剤師

〒558-0004　大阪市住吉区長居東2-11-21
TEL＆FAX（06）6691-9425

処方せんと介護のことなら

マルテン薬局
家庭料理

〒564-0062
吹田市広芝町11-1-201
TEL（06）6338-1109

よ し だ
吉田みどり（9期）

浜
幸
雄
先
生
と
三
年
生
時
ク
ラ
ス

担
任
の
大
川
婦
美
子
先
生
に
は
、

陰
に
な
り
日
向
に
な
り
見
守
っ
て

頂
い
た
。英
語
担
当
の
井
上
正
夫

先
生
に
は
、大
学
受
験
を
控
え
た

私
た
ち
に
始
業
前
一
時
間
の
特
別

補
習
を
し
て
頂
い
た
。ま
た
、数

学
担
当
の
増
田
利
明
先
生
は
ユ
ニ

ー
ク
な
方
で
、授
業
を
割
い
て
菊

池
寛
の「
藤
十
郎
の
恋
」を
朗
読

さ
れ
た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に
覚

え
て
い
る
。物
理
と
部
活
動
柔
道

部
担
当
の
下
司
治
先
生
な
ど
想

い
は
尽
き
な
い
。

　

同
級
生
は
転
校
生
の
私
を
差

別
す
る
こ
と
な
く
温
か
く
接
し

て
く
れ
、中
で
も
林
茂
君
と
小
川

信
行
君
は
、時
々
家
に
招
い
て
く

れ
て
家
庭
の
温
も
り
と
安
息
を

与
え
て
く
れ
た
。大
学
受
験
目
前

に
結
核
に
罹
り
、そ
の
後
、療
養

生
活（
五
年
間
）を
余
儀
な
く
さ

せ
ら
れ
た
が
、両
君
は
見
舞
い
に

も
来
て
く
れ
た
。し
か
し
、そ
の

後
、林
君
は
消
息
不
明
、小
川
君

は
咽
頭
癌
で
逝
去
し
、寂
し
い
限

り
で
あ
る
。

　

敗
戦
後
の
当
時
、新
憲
法
制
定

に
よ
り
体
制
が
百
八
十
度
転
換

し
教
育
制
度
も
然
り
で
あ
っ
た
。

新
設
校
開
設
は
校
長
先
生
自
ら

人
材
集
め
に
奔
走
さ
れ
、先
生
方

の
ご
労
苦
も
筆

舌
に
尽
く
し
難

い
も
の
で
あ
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。

そ
ん
な
ご
苦
労

と
恩
恵
の
中

で
、良
き
先
生

と
友
人
に
恵
ま

れ
高
校
生
活
二

年
間
を
過
ご
さ

せ
て
頂
い
た
。

只
々
感
謝
。

　

長
期
に
亘
る
療
養
生
活
で
高

校
生
時
代
の
夢
は
う
ち
砕
か
れ
た

が
、得
た
も
の
も
多
々
あ
っ
た
。そ

の
後
は
予
期
も
し
な
い
方
々

と
の
出
遭
い
と
多
く
の
方
々

の
支
え
が
あ
っ
て
今
日
ま
で

生
き
永
ら
え
る
こ
と
が
で

き
た
。定
年
後
は
保
護
司

と
し
て
の
活
動
を
し
な
が

ら
、療
養
中
に
習
得
し
た
短

歌
を
勉
強
し
直
し
て
人
間
形
成

に
努
め
て
い
る
今
日
で
あ
る
。そ
の

基
礎
が
吹
田
高
等
学
校
に
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

昭
和
二
十
七
年
、一年
生
の
二
学

期
に
吹
高
に
転
校
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。前
の
学
校
は
、野
球
で
有
名

な
京
都
の
H
高
校
。理
由
は
、少

な
く
と
も
国
公
立
の
大
学
に
進

学
し
た
い
と
い
う
目
標
を
も
っ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。と
こ
ろ
が
、吹

高
に
登
校
す
る
や
い
な
や
、野
球

部
員
の
方
か
ら「
ぜ
ひ
野
球
部
に

入
っ
て
く
れ
。今
シ
ョ
ー
ト
が
穴
や

ね
ん
」と
熱
心
に
誘
い
を
受
け
た
。

H
中
学
校
時
代
、一
時
野
球
部
に

籍
を
置
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、い
わ

ば
、野
球
の
落
ち
こ
ぼ
れ
だ
っ
た
。

丁
重
に
お
断
り
し
た
。そ
の
後
、二

年
半
、分
か
り
易
く
丁
寧
に
教
え

て
く
だ
さ
っ
た
恩
師
と
温
か
く
私

を
迎
え
て
く
れ
た
学
友
に
恵
ま

れ
て
、実
に
楽
し
く
学
ば
せ
て
い

た
だ
い
た
。こ
の
間
、同
級
生
の
あ

る
女
生
徒
に
淡
い
恋
心
を
抱
い
た

思
い
出
が
あ
る
。一日
に
何
回
か
微

笑
を
交
わ
す
の
だ
が
、当
時
の
私

に
は
、自
分
の
思
い
を
伝
え
る
勇

気
が
な
か
っ
た
。い
わ
ば
、青
す
ぎ

た
片
思
い
で
あ
っ
た
。ま
た
、学
校

か
ら
の
帰
路
、進
学
組
の
友
人
た

ち
と
、片
山
の
裏
山
の
道
を
ゆ
っ
く

り
と
歩
き
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の

進
路
な
ど
を
熱
っ
ぽ
く
語
り
合
っ

た
光
景
は
、今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

皆
ん
な
夢
と
希
望
に
燃
え
て
い

た
。お
蔭
で
現
役
で
志
望
ど
お
り

の
公
立
大
学
に
進
学
す
る
こ
と
が

で
き
た
。大
学
で
は
、ま
ず
英
文

学
を
学
び
、後
に
法
律
を
学
ん

だ
。こ
の
法
律
を
学
ん
だ
こ
と
が
、

後
の
私
の
人
生
に
と
っ
て
ど
ん
な

に
役
立
っ
た
か
計
り
知
れ
な
い
。

弁
護
士
に
な
る
こ
と
が
夢
だ
っ
た

が
、自
分
の
実
力
で
は
無
理
と
判

断
し
、地
元
の
市
役
所
に
奉
職
し

た
。役
所
で
は
、三
十
六
年
間
、思

う
存
分
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
っ

た
。ど
こ
の
部
署
に
いっ
て
も
法
律

の
知
識
は
必
要
で
あ
っ
た
。私
は
、

寺
院
の
長
男
で
あ
っ
た
の
で
、役
所

に
在
職
中
、遷
化
し
た
父
の
跡
を

継
い
で
、住
職
を
兼
務
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。市
役
所
を
定
年
退
職

後
、住
職
の
仕
事
を
中
心
に
、以

前
か
ら
や
っ
て
い
た
保
護
司
の
仕

事
、地
元
で
の
環
境
保
護
団
体
の

仕
事
、さ
ら
に
社
会
福
祉
法
人
の

役
員
な
ど
お
手
伝
い
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
仕
事
を
す
る

上
で
も
、い
ろ
い
ろ

の
場
面
で
法
律
の

知
識
は
大
変
役

立
っ
た
。　
い
ま
ふ

り
返
っ
て
み
る
と
、私
が
大
学
で
法

律
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

全
て
吹
高
の
お
蔭
で
あ
る
と
思

う
。ま
さ
に
、吹
高
に
感
謝
の一
言

で
あ
る
。私
の
人
生
の一番
大
切
な

基
盤
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
の
は
、吹

高
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。正
雀

駅
、吹
田
駅
を
通
る
と
き
、い
つ
も

吹
高
時
代
を
思
い
出
し
、吹
高
の

方
角
を
向
い
て
心
で
拝
む
の
で
あ

る
。私
の
人
生
も
、愈
々
終
着
点
に

近
づ
い
て
き
た
。今
ま
で
、あ
ま
り

出
席
で
き
な
か
っ
た
同
窓
会
に
、

今
後
は
、で
き
る
限
り
出
席
し
て
、

恩
師
や
学
友
と
旧
交
を
温
め
た
い

気
持
で一杯
で
あ
る
。

　

在
校
生
の
皆
さ
ん
に
、私
の
体

験
か
ら一言
。

　

自
分
の
人
生
に
と
っ
て
岐
路
と

な
る
よ
う
な
一
大
事
の
際
は
、ど
う

か
、熟
慮
に
熟
慮
を
重
ね
て
決
断

を
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
ほ
し
い
。

軽
々
し
く
判
断
し
て
、う
ま
く
行

か
な
か
っ
た
場
合
は
、必
ず
後
悔
が

残
る
。熟
慮
を
重
ね
た
結
果
の
判

断
は
、た
と
え
う
ま
く
行
か
な
か
っ

た
場
合
で
も
、後
悔
は一切
残
ら
な

い
。十
分
に
十
分
に
考
え
て
判
断

し
た
こ
と
だ
か
ら
。む
し
ろ
、こ
の

こ
と
が
、必
ず
や
後
の
人
生
の
糧
と

な
り
、よ
り
力
強
い
人
生
を
歩
む

こ
と
に
繋
が
る
と
思
う
。
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わ
が
人
生
に
悔
い
は
な
し

１０
期
生
　
神
藤
　
加
代
子（
塩
崎
）

昭和37年　吹田高校卒業
昭和37年　関西大学文学部　

国文学科入学
昭和40年　全日本女子馬術

選手権優勝
昭和41年　関西大学文学部卒
業
昭和44年　結婚

経　歴

　

吹
田
高
校
時
代
は
、放
送
部
に

所
属
し
、本
当
に
楽
し
い
学
生
生

活
を
お
く
り
ま
し
た
。そ
の
当
時

の
放
送
室
は
大
阪
府
下
で
一
番
の

施
設
だ
っ
た
よ
う
で
す
。お
昼
に

流
す
お
知
ら
せ
、詩
の
朗
読
な
ど
、

午
後
の
部
活
が
ど
れ
ほ
ど
待
ち
遠

し
く
思
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。二

年
の
時
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
、全
国

高
校
放
送
劇
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募

し
、顧
問
の
美
見
先
生
が
脚
本
を

書
か
れ
部
員
全
員
が
心
ひ
と
つ
に

な
り
、練
習
に
励
ん
だ
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
大
学
受
験
の
時
期
を

む
か
え
、ど
こ
を
受
験
す
べ
き
か
悩

ん
で
い
た
と
き
、家
の
近
く
で
関
西

大
学
の
馬
術
部
の
学
生
が
馬
で
走

っ
て
い
る
の
を
見
か
け
ま
し
た
。私

の
心
に
ビ
ビ
ビ
と
感
じ
た
瞬
間
で

し
た
。親
は
女
子
大
に
行
く
も
の

だ
と
思
っ
て
お
り
、そ
の
大
反
対
を

押
し
切
り
関
西
大
学
を
受
験
。合

格
発
表
と
同
時
に
部
室
に
直
行
、

入
部
を
申
し
込
み
ま
し
た
。と
こ

ろ
が
け
ん
も
ほ
ろ
ろ
、伝
統
あ
る
馬

術
部
に
女
を
入
部
さ
せ
る
と
弱
く

な
る
と
い
う
の
で
す
。こ
れ
で
諦
め

れ
ば
親
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
ま

で
関
大
に
入
学
し
た
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。そ
れ
か
ら
毎
日
部
室
に

押
し
か
け
や
っ
と
入
部
を

許
さ
れ
た
の
が
二
ヶ
月
後
の

六
月
で
し
た
。入
部
の
条
件

は
、化
粧
禁
止
、ク
ラ
ブ
内

の
男
女
交
際
も
勿
論
駄

目
、男
子
と
同
じ
仕
事
を

す
る
こ
と
な
ど
現
在
の
ク

ラ
ブ
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ

う
な
条
件
で
し
た
。私
が

入
部
し
た
時
に
は
ほ
か
の

男
子
学
生
は
も
う
馬
に
乗

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

負
け
ず
嫌
い
の
私
は
、男
子

に
負
け
る
も
の
か
と
必
死

で
頑
張
り
ま
し
た
。先
輩
か
ら
竹

の
棒
で
た
た
か
れ
、拍
車
で
つ
か
れ

て
も
涙
ひ
と
つ
流
し
ま
せ
ん
で
し

た
。今
か
ら
思
え
ば
可
愛
く
な
い

女
子
で
し
た
。で
も
そ
の
お
陰
で
全

日
本
女
子
学
生
馬
術
選
手
権
に
優

勝
で
き
た
の
で
す
。そ
し
て
馬
術

部
で
培
わ
れ
た
忍
耐
力
が
そ
れ
か

ら
の
人
生
に
大
変
役
に
立
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

同
じ
馬
術
部
だ
っ
た
今
の
主
人

と
結
婚
、三
人
の
娘
に
恵
ま
れ
、三

十
歳
か
ら
再
び
馬
の
世
界
へ
、競

馬
で
足
を
痛
め
た
馬
を
買
い
、主

人
と
二
人
三
脚
で
治
療
、そ
し
て

調
教
し
色
々
な
試
合
に
出
場
し
ま

し
た
。全
日
本
馬
術
選
手
権
に
出

場
し
た
時
、私
た
ち
は一番
貧
乏
な

馬
乗
り
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

と
い
う
の
も
、出
場
馬
は
、ほ
と
ん

ど
う
ん
千
万
の
馬
だ
っ
た
か
ら
で

す
。で
も
私
た
ち
夫
婦
は
そ
ん
な

こ
と
に
臆
す
る
こ
と
な
く
大
会
に

出
つ
づ
け
ま
し
た
。

　

五
十
歳
に
な
っ
た
頃
、足
腰
を

鍛
え
る
為
マ
ラ
ソ
ン
を
始
め
ま
し

た
。高
槻
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場

し
、完
走
者
の
中
か
ら
く
じ
で
ハ
ワ

イ
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
招
待
が
当
た

り
、又
そ
れ
が
病
み
つ
き
に
な
り
、

十
一
回
、十
一
年
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン

に
出
場
し
ま
し
た
。

　

五
四
歳
で
馬
術
の
現
役
選
手
も

や
め
、次
は
ゴ
ル
フ
を
始
め
ま
し
た
。

仕
事
も
子
ど
も
た
ち
に
任
せ
、今

は
、十
期
生
の
仲
間
と
ゴ
ル
フ
を
楽

し
み
、吹
高
の
コ
ン
ペ
に
参
加
で
き

る
こ
と
を
喜
び
に
生
活
し
て
お
り

ま
す
。そ
し
て
又
、普
段
は
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、お
年
寄
り
の
食
事

サ
ー
ビ
ス
を
元
気
に
出
来
る
こ
と

を
喜
び
と
し
て
お
り
ま
す
。

「
生
き
た
い
!
」と

　
　
　
　
思
わ
せ
て
く
れ
た
先
生

４６
期
生
　
田
村
　
裕

　

吹
田
高
校
は
面
白
く
て
パ
ワ
ー

の
あ
る
人
が
多
い
。い
ま
、僕
が
お

笑
い
芸
人
を
や
っ
て
い
る
の
も
、吹

田
高
校
に
通
っ
た
3
年
間
が
あ
っ

た
か
ら
だ
と
思
う
。

　
「
ホ
ー
ム
レ
ス
中
学
生
」に
も
書

い
た
が
、僕
は
小
学
校
5
年
生
の

と
き
、大
好
き
な
母
を
癌
で
亡
く

し
た
。そ
れ
か
ら
父
も
同
じ
病
気

に
な
り
入
院
、リ
ス
ト
ラ
、再
就
職

…
。医
療
費
な
ど
の
借
金
が
膨
ら

み
、僕
が
中
2
の
1
学
期
の
終
業

式
の
日
、自
宅
は
差
し
押
さ
え
ら

れ
、父
は
兄
、姉
、僕
の
3
人
を
置

い
て
蒸
発
し
た
。僕
ら
は
ホ
ー
ム
レ

ス
生
活
の
の
ち
、近
所
の
方
々
に
助

け
ら
れ
、2
学
期
か
ら
3
人
一緒
の

ア
パ
ー
ト
暮
ら
し
が
始
ま
っ
た
。吹

田
高
校
に
入
学
し
た
の
は
、そ
ん

な
子
ど
も
だ
け
の
暮
ら
し
が
少
し

安
定
し
て
き
た
頃
だ
っ
た
。

　

思
え
ば
、母
の
死
以
来
、あ
ま

り
に
も
色
々
な
こ
と
が
起
き
て
、

じ
っ
く
り
母
の
死
を
受
け
止
め
る

余
裕
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

中
3
の
と
き
、僕
ら
き
ょ
う
だ
い
の

親
代
わ
り
の
よ
う
に
親
切
に
し
て

く
れ
て
い
た
近
所
の
お
ば
ち
ゃ
ん

が
病
気
で
亡
く
な
り
、突
然
、母
の

死
の
シ
ョッ
ク
も
一
緒
に
僕
に
襲
い

か
か
っ
て
き
た
。そ
れ
か
ら
僕
の
心

の
中
に「
早
く
死
ん
で
、お
母
さ
ん

の
と
こ
ろ
へ
行
き
た
い
」と
い
う
気

持
ち
が
、じ
わ
じ
わ
育
っ
て
いっ
た
。

高
校
入
学
な
ど
経
済
的
に
無
理

だ
と
思
っ
て
い
た
が
、兄
、姉
の
お

か
げ
で
、僕
は
吹
田
高
校
に
入
学

で
き
た
。そ
れ
な
の
に
心
の
中
の

「
も
う
15
年
も
生
き
た
、早
く
死

ん
で
楽
に
な
り
た
い
。天
国
の
母
に

会
い
た
い
」と
い
う
声
は
、大
き
く

な
る
ば
か
り
で
、高
校
へ
も
ほ
と
ん

ど
行
か
な
く
な
っ
た
。

　

そ
ん
な
と
き
、担
任
の
先
生
に

「
ど
う
し
て

学
校
に
来
な

い
の
」と
声
を

か
け
ら
れ
、初

め
て
本
心
を

打
ち
明
け

た
。「
生
き
る

こ
と
に
興
味

が
な
く
な
っ

た
。
早
く
お

母
さ
ん
の
と

こ
ろ
へ
行
き

た
い
」と
。翌

日
、先
生
か
ら

心
の
こ
も
っ
た

長
い
長
い
手

紙
を
い
た
だ

い
た
。そ
し
て
僕
は「
生
き
た
い
!
」

と
思
っ
た
。そ
れ
か
ら
毎
日
学
校
へ

行
く
よ
う
に
な
り
、み
ん
な
を
盛
り

上
げ
た
り
、笑
わ
せ
た
り
す
る
こ
と

が
楽
し
く
な
っ
た
。秋
の
文
化
祭
で

は
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
を
ま
と
め
て
、

サ
ザ
エ
さ
ん
を
も
と
に
し
た
コ
メ
デ

ィ
タ
ッ
チ
の
演
劇
を
や
っ
た
。け
っ
こ

う
評
判
が
よ
く
て
、高
校
生
活
を

楽
し
む
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思

う
。そ
の
後
、生
徒
会
長
に
な
っ
た

り
、お
笑
い
芸
人
を
め
ざ
す
気
持
ち

に
な
っ
た
の
も
、担
任
の
先
生
の
、あ

の
手
紙
が
発
端
に
な
っ
て
い
る
。

　

実
は
、そ
の
先
生
か
ら
最
近
連

絡
が
あ
り
、当
時
の「
保
護
者
通

信
」が
出
て
き
た
と
いっ
て
送
っ
て

く
だ
さ
っ
た
。文
化
祭
の
こ
と
が
書

い
て
あ
り
、「
田
村
君
が
が
ん
ば
って

く
れ
て
い
る
、田
村
君
は
ク
ラ
ス
の

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
で
す
」と
、ち
ょっ

と
恥
ず
か
し
い
く
ら
い
に
ほ
め
て

く
だ
さ
っ
て
い
た
。僕
を
何
と
か
励

ま
そ
う
と
い
う
先
生
の
思
い
が
痛

い
ほ
ど
伝
わ
っ
て
く
る

。̶「
ホ

ー
ム
レ
ス
中
学
生
」は
、昨
年
春
か

ら
4
ヵ
月
が
か
り
で
書
い
た
。あ
の

当
時
の
こ
と
は
思
い
出
す
の
も
つ
ら

か
っ
た
け
れ
ど
、書
き
上
げ
て
み
る

と
、こ
の
担
任
の
先
生
を
は
じ
め
、

み
ん
な
に
助
け
ら
れ
、支
え
ら
れ
、

僕
は
本
当
に
幸
せ
な
人
間
だ
と
思

え
た
。感
謝
、感
謝
で
心
が
満
た
さ

れ
た
。こ
の
場
を
借
り
て
、心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い

「ホームレス中学生」
（ワニブックス刊　本体1,300円＋税）

1979年 吹田市生まれ
1995年 吹田高校入学
1997年 NSC（吉本総合芸能
 学院）入学
1998年 吹田高校卒業
 NSC卒業（20期生）
1999年 同期の川島明さんと
 「麒麟」結成
2001年 M-Iグランプリ決勝進出
（その後決勝進出は5回におよぶ）

2004年 第33回上方お笑い大賞
 最優秀新人賞
2005年 第40回上方漫才大賞
 新人賞受賞
2007年 「ホームレス中学生」
 （ワニブックス）出版
2008年 同書は発行部数200万
 部突破。中国語翻訳版
 やコミックス版も出版され、 
 映画化、ドラマ化も決定

経　歴

5

　

鳳
志
会
会
員
の
皆
様
に
は
、ま

す
ま
す
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ

と
と
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。平
素

は
母
校
の
教
育
推
進
の
た
め
暖
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、

昨
年
度
は
懸
案
で
あ
り
ま
し
た

第
2
L
A
N
教
室
の
床
の
補
修
に

際
し
ご
援
助
い
た
だ
き
ま
し
て
重

ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、本
校
は「
吹
田
市
に
府

立
高
校
の
設
置
を
」と
い
う
地
元

の
熱
い
願
い
の
も
と
昭
和
25
年
4

月
に
全
日
制
の
課
程
を
設
置
し
た

の
ち
、昭
和
27
年
4
月
府
立
春
日

丘
高
等
学
校
定
時
制
の
課
程
吹

田
分
校
の
移
管
に
よ
り
全
定
併
設

校
と
し
て
56
年
の
歴
史
を
つ
む
い

で
ま
い
り
ま
し
た
。し
か
し
、こ
の

度
、教
育
改
革
の一環
と
し
て
平
成

17
年
4
月
に
定
時
制
の
課
程
に
お

け
る
新
入
生
の
募
集
を
停
止
し
、

本
年
3
月
在
校
生
の
卒
業
を
も
っ

て
閉
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

3
月
9
日（
日
）メ
イ
シ
ア
タ
ー
に

お
い
て
鳳
志
会
役
員
、定
時
制
卒

業
生
、旧
職
員
そ
し
て
現
職
員

2
0
0
名
を
越
す
人
々
に
見
守
ら

れ
な
が
ら
、第
一
部
閉
課
程
式
典
、

第
二
部
は
西
川
き
よ
し
氏
の
講
演

「
夢
に
む
か
っ
て
」、第
三
部
は
本

校
卒
業
生
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏
会

を
行
い
、56
年
の
歴
史
を
閉
じ
ま

し
た
。悠
久
の
流
れ
の
な
か
で
の

56
年
は
、そ
れ
は一
瞬
に
過
ぎ
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、学
校

は
そ
こ
で
学
ん
だ
生
徒
及
び
教
職

員
の
汗
と
努
力
の
結
晶
で
築
き
上

げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、今
の
私

た
ち
は
過
去
か
ら
引
き
継
い
で
き

た
襷
を
受
け
取
り
未
来
に
つ
な
ぐ

作
業
を
し
て
い
ま
す
。教
育
は
ま

さ
に
駅
伝
で
あ
り
、襷
を
確
実
に

受
け
取
り
未
来
に
つ
な
が
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。吹
田
高
校
は
定

時
制
の
襷
を
全
日
制
の
襷
に
束
ね

て
未
来
へつ
な
い
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
、吹
田
高
校
は
少

し
変
わ
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の一

足
制
を
改
め
二
足
制
と
し
ま
し

た
。コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ル
ー
ム
を
2
階
中

央
館
か
ら
利
用
し
や
す
い
1
階
本

館
に
移
し
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
ま
し

た
。そ
の
他
校
舎
内
の
整
備
を
重

点
的
に
行
い「
古
い
け
れ
ど
き
れ
い

な
校
舎
」と
し
て
蘇
ら
せ
ま
し
た
。

戦
後
間
も
な
く
建
て
ら
れ
た
思
い

出
深
い
校
舎
を
そ
の
ま
ま
未
来
の

鳳
志
会
会
員
に
使
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。今
後
と
も
ご

支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、本
年
3
月
31
日
付
を
も
ち
ま

し
て
吹
田
高
校
を
去
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。3
年
間
の
在
職
中
に

は
鳳
志
会
を
は
じ
め
後
援
会
、

P
T
A
に
は
多
大
な
ご
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
感
謝
の
気
持

ち
で一
杯
で
ご
ざ
い
ま
す
。ま
だ
ま

だ
遣
り
残
し
た
こ
と
が
多
く
あ

り
、志
な
か
ば
で
吹
田
を
離
れ
る

こ
と
を
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り

ま
す
が
、新
し
い
校
長
先
生
を
お

迎
え
し
吹
田
高
校
が
いっ
そ
う
発

展
充
実
さ
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま

す
。今
後
は
吹
田
高
校
の
応
援
団

の
ひ
と
り
に
加
え
て
い
た
だ
き
応

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　鳳志会会員の皆様、私はこの度、西島前校長の後を受けて校
長を拝命いたしました。着任後の日が浅いことは言うまでもありませ
んが、やがて60年の歴史を数えようとする吹田高校の伝統が何た
るかを一刻も早く知りたいという思いで、主だった先生方からの聞き
取りを始めたところです。
　一方、この数日で直感的に理解された本校の良さもありました。
例えば、クラブ活動に熱心に取り組み、「おはようございます」の挨
拶で新参者を迎えてくれた生徒達、生徒の可能性が一層発揮され
るよう、年度代わりの多忙な中、教室や校舎の環境整備に動き回
る良心的な教職員集団、また、鳳志会という頼もしい応援団がある
ことを早々に知ったのもその一つです。
　60年近い時間は、社会がこの間、常に吹高という存在を求めて
きたことを証明しています。そして、この間、本校の関係者すべてに
よって築かれてきた伝統の中にこそ、実は今後の吹高が目指すべ
き姿や進路の手かがりが潜んでいると考えております。これからも
本校が社会の要請に本校らしく応えられるよう、その舵取りに微力
を尽くしたいと思います。
　結びに、鳳志会の皆様の一層のご支援をお願いして、挨拶とさ
せていただきます。

　なお私自身は、北摂（茨木工業・春日丘）で24年、北河内（香里
丘・東寝屋川）で6年を経て、しばらくぶりで再び北摂の地域に戻っ
て参りました。今、この間の人と人の縁の深さに驚きと喜びをともに
感じています。

校長　畑中　利明先生

う
こ
と
で
す
が
、大
そ
れ
た
こ
と

は
言
え
ま
せ
ん
。も
し
言
え
る
と

す
れ
ば
…
僕
は
ホ
ー
ム
レ
ス
生
活

を
経
験
し
て
、例
え
ば
、お
風
呂
に

入
れ
る
こ
と
が
す
ご
く
う
れ
し
か

っ
た
り
、お
か
ず
が
な
く
て
も
茶
わ

ん
1
杯
の
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
る
だ

け
で
、う

れ
し
い
。

幸
せ
の
ハ

ー
ド
ル
が

低
い
か

ら
、何
も

な
く
て
も

喜
べ
る
ん

で
す
。一

方
、い
ま

の
世
の
中

で
は
何
を

し
て
も
ら

っ
て
も
当

た
り
前
と
考
え
る
子
ど
も
が

多
い
。親
の
愛
情
か
ら
出
た

言
葉
を
、う
ざ
っ
た
い
と
腹
を

立
て
る
後
輩
が
も
し
居
る
な

ら
ひ
と
言
。親
が
生
き
て
そ

ば
に
い
て
く
れ
る
だ
け
で
、君

た
ち
は
幸
せ
な
ん
だ
よ
。

前
校
長
　
西
島
　

多
枝
子
先
生

◆
定
時
制
の
課
程
を
閉
じ
て
思
う
こ
と

田中美香子（18期）

〒564-0004　吹田市原町1-25-21
TEL＆FAX（06）6389-0739

保険のご相談
　お気軽にどうぞ！

アフラック代理店
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最
近
考
え
る
事
、
見
る
事
、
し
て
い
る
事

1
期
生
　
松
田
　
弘
さ
ん（
高
槻
市
在
住
）

　

年
齢
70
才
代
に
入
っ
た
今
、書

い
て
み
よ
う
。

●
鳳
志
会
会
報（
プ
レ
ス
）に
つ
い

て
。

　

平
成
16
年
に
創
刊
し
、今
回
5

号
に
な
り
ま
し
た
。大
変
良
い
事

で
す
。こ
れ
か
ら
も
続
け
て
ゆ
く

べ
き
で
す
。原
稿
を
書
く
こ
と
は

難
し
く
困
って
し
ま
い
ま
す
。し
か

し
今
考
え
て
い
る
事
を
平
凡
に
書

い
た
ら
良
い
の
で
す
。発
刊
に
至
る

ま
で
の
事
務
面
、金
銭
面
で
の
悩

み
が
あ
り
ま
す
が
会
員
の
協
力
に

よ
り
続
け
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

●
生
活
態
度
に
つ
い
て
。

　

今
ま
で
は
ク
イ
ッ
ク
、ク
イ
ッ
ク

の
生
活
を
し
て
き
ま
し
た
が
現

在
は
自
分
の
人
生
を
見
つ
め
直

し
、心
の
ギ
ア
チ
ェン
ジ
を
し
て
全

力
疾
走
か
ら
少
し
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン

す
る
生
き
方
に
か
え
ま
し
た
。

歩
く
こ
と
、話
し
方
、食
事
、自

転
車
の
速
度
等
の
ん
び
り
生
き

た
い
、ゆ
っ
く
り
歩
き
た
い
、こ
れ

で
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

●
友
達
に
つ
い
て
。

　

吹
田
高
校
時
代
の
友
と
は
鳳

志
会
、鳳
一会
、グ
ル
メ
会
等
で
会
っ

て
お
り
小
学
校
時
代
の
友
と
は

年
2
回
い
ず
み
会
で
食
事
を
し

て
お
り
ま
す
。最
近
集
ま
る
人
が

少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。原
因

は
他
界
し
た
人
、体
の
不
調
な

人
、自
然
に
遠
の
い
た
人
等
、少
し

淋
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。友
達

を
増
や
す
方
法
と
し
て
は
喫
茶

店
で
孫
を
連
れ
た
人
、散
歩
、ハ

イ
キ
ン
グ
等
で
出
合
っ
た
人
に一声

か
け
て
お
り
ま
す
。当
初
は
勇
気

が
要
り
ま
し
た
が
今
は
軽
く
話

せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
言
葉
に
つ
い
て
。

　

私
は
人
と
話
し
あ
う
時
、次
の

様
な
事
に
気
を
つ
け
て
お
り
ま

す
。言
葉
に
よ
っ
て（
イ
）キ
ズ
つ
い

て（
ロ
）後
悔
し（
ハ
）気
が
つ
い
て

（
ニ
）励
ま
さ
れ（
ホ
）涙
ぐ
む
又

ひ
と
つ
の
言
葉
で
幸
せ
に
な
れ

る
、以
上
の
様
に
注
意
し
言
葉
を

大
切
に
し
た
い
。自
分
の
気
持
ち

を
よ
り
的
確
に
表
す
ひ
と
言
は

人
間
関
係
を
良
好
に
進
め
る
ポ

イ
ン
ト
と
い
え
ま
す
。

●
待
ち
に
つ
い
て
。

　

私
は
人
生
を
待
ち
と
考
え
て

い
ま
す
。生
活
の
な
か
で

待
ち
の
時
間
の
多
い
事
、

私
は
待
ち
が
苦
手
な
の
で

す
。勤
務
し
た
銀
行
で
の

事
、次
長
に
は
人
よ
り
早

く
な
れ
た
が
支
店
長
へ
の

待
ち
の
長
い
事
、待
ち
の

連
続
で
あ
り
支
店
長
に
は

な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。病
院
で
の

待
ち
、待
ち
が
長
く
血
圧
が
上
り

困
り
ま
し
た
。バ
ス
の
中
で
の
信

号
の
待
ち
、こ
れ
か
ら
は
待
ち
に

冷
静
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
コ
ー
ヒ
ー
に
つ
い
て
。

　

私
は
コ
ー
ヒ
ー
が
大
好
き
で

す
。医
者
か
ら
は
1
日
に
2
回
が

限
度
と
云
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

4
回
位
飲
ん
で
お
り
ま
す
。詩

吟
、カ
ラ
オ
ケ
の
前
に
飲
め
ば

コ
ー
ヒ
ー
の
効
用
に
よ
り
う
ま
く

や
れ
る
の
で
す
。し
た
が
っ
て
喫

茶
店
へ
行
く
の
も
好
み
ま
す
。の

ん
び
り
と
し
て
、い
ろ
い
ろ
な
事

を
考
え
人
と
話
し
合
っ
て
い
る
時

は
幸
せ
で
す
。

●
散
歩
に
つ
い
て
。

　

散
歩
は
体
を
動
か
せ
る
と
い

う
だ
け
で
も
効
用
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
そ
れ
以
上
に
心
の

健
康
に
と
っ
て
も
よ
い
と
思
い
ま

す
。歩
い
て
い
る
う
ち
に
気
持
が

開
放
的
に
な
っ
て
楽
に
な
る
事
が

多
く
、家
事
や
人
間
関
係
な
ど
で

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
と
き
は
余
裕

を
も
っ
て
考
え
る
こ
と
が
出
来
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
う

し
た
場
合
に
散
歩
に
出
る
と
家

に
い
る
と
き
に
は
思
い
つ
か
な
か
っ

た
よ
う
な
考
え
が
次
々
と
浮
ん
で

く
る
こ
と
が
あ
る
。目
の
前
の
問

題
か
ら
、離
れ
て
視
野
が
広
が
る

と
同
時
に
体
を
動
か
す
こ
と
が

刺
激
に
な
っ
て
考
え
は
進
む
も
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

●
趣
味
に
つ
い
て
。

　

詩
吟
、ハ
イ
キ
ン
グ
、俳
句
、カ

ラ
オ
ケ
等
が
あ
り
ま
す
。詩
吟
は

3
年
目
と
な
り
今
は
風
林
火
山

を
や
っ
て
お
り
ま
す
。

　

カ
ラ
オ
ケ
は
じ
ゃ
が
い
も
会
、

夢
灯
り
会
、シ
ダ
ツ
ク
会
等
に
入

り
、毎
月
発
表
会
を
や
っ
て
お
り

ま
す
。カ
ラ
オ
ケ
は
若
返
り
に
良

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

俳
句
は
自
己
流
で
や
っ
て
お
り

ま
す
、

　

こ
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
年

齢
70
才
代
に
入
り
ま
し
た
。年

寄
り
臭
い
の
が
き
ら
い
で
す
。歩

く
と
き
も
ダ
ラ
ダ
ラ
せ
ず
に
リ
ズ

ミ
カ
ル
に
歩
く
こ
と
が
年
齢
を

感
じ
さ
せ
な
い
事
で
あ
り
、表
情

の
明
る
い
こ
と
に
も
気
を
つ
け
て

お
り
ま
す
。人
間
に
も
賞
味
期

限
が
あ
り
ま
す
。切
れ
な
い
よ
う

に
生
き
て
お
り
ま
す
。最
後
に

会
員
の
皆
様
の
健
康
を
祈
願
し

て
終
り
と
致
し
ま
す
。

　吹田高校定時制の課程は教育改革の一環とし
て平成17年4月に新入生の募集を停止し、本年3
月在校生の卒業をもって閉じることとなりました。3
月9日（日）午後1時30分よりメイシアターにおいて
最後の卒業式を行ったのち来賓、卒業生、旧職員
　そして現職員200名を越す人々に見守られなが
ら、第一部閉課程式典、第二部は西川きよし氏の
講演「夢にむかって」、第三部は本校卒業生バンド
による演奏会を行い56年の歴史を閉じました。

◆定時制の閉課程式典が
　行われました。

　このたび家庭科部3年
生（56期卒業生）の水野
茉咲さんと山浦紗希さん
が和服・洋服・食物の3つ
をそれぞれ1級を取得し見
事三冠王に輝きました。

◆今年も桜が
　咲きました。
校長室前のカナリーヤ
シの木に寄生している
山桜が今年も見事な
花をつけました。◆入学発表

◆全国高等学校家庭科技術検定で
　三冠王が出ました!

（財団法人全国高等学校家庭科教育振興会主催）
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〒564-0002　吹田市岸部中3-19-11
TEL06-6387-1415
FAX06-6387-1242

理事長
小 谷 澄 信（8期）

学校法人　敬愛学園
社会福祉法人敬愛福祉会

〒564-0071　吹田市西の庄町3-11
TEL　06-6388-0775　FAX　06-6387-5340

株式会社 ヤオウメ
代表取締役　寺西　孝年

代表取締役
　寺西 孝年（5期）
専務取締役
　寺西 清（14期）
　堤 政江（3期）
　（旧姓　寺西 政江）

甘藷・鶏卵・殺菌液卵・生液卵・卵黄・卵白

49期生　小笠原　憲一さん

　吹田高校に入学して間もない頃、階段を
上がる時に息苦しさを感じ始め病院で検査を
受けた。その時医師から告げられた病名は
「突発性拡張型心筋症」。将来は人工心臓
の可能性も考えながら通院、そのため出席日
数がギリギリとなるが先生や同級生の協力で
無事卒業した。2003年に吹田市役所に就
職するが入退院を繰り返し同年退職。2005
年人工心臓手術を受けた後、心臓移植の
為、ドイツに渡る。2年間の臓器待機期間後、
ドナーが見つかり移植が2007年8月に実施
され、無事成功する。10月に帰国し、現在は
定期検査を受けながらリハビリに専念中。

空港には多くの人が成功を祈って見送りに来た。

あ
の
笑
顔
を
忘
れ
な
い

　

吹
田
高
校
の
先
生
方
や
友
人
、

知
人
達
が「
憲
一く
ん
を
救
う
会
」

を
結
成
し
、活
動
を
ス
タ
ー
ト
し

た
の
は
鳳
志
会
プ
レ
ス
2
号
目
の

編
集
が
始
ま
っ
た
時
だ
っ
た
。目
標

募
金
額
7
0
0
0
万
円
と
い
う

額
は
途
方
も
な
く
大
き
く
実
現

が
難
し
い
の
で
は
と
さ
え
思
え

た
。そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て「
救

う
会
」の
募
金
活
動
は
吹
田
市
内

を
中
心
に
北
摂
は
も
ち
ろ
ん
の

事
、梅
田
や
嵐
山
、遠
く
は
関
東
や

五
島
列
島
な
ど
に
も
広
が
り
、皆

汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
り
な
が
ら
活

動
し
た
。同
級
生
の
歌
続
や
3
つ

先
輩
の
田
村
さ
ん（
麒
麟
）も
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に
訪
れ
た

り
、プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
選
手

会
か
ら
の
応
援
も
あ
っ
た
。そ
れ

か
ら
約
1
年
半
後
、こ
の
会
の
人

た
ち
の
献
身
的
な
支
援
活
動
が
み

ん
な
の
心
を
動
か
し
目
標
金
額
が

集
ま
っ
た
。こ
の
募
金
活
動
中
、小

笠
原
さ
ん
は
ど
ん
な
気
持
ち
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。「
僕
は
こ
の
活
動
を

病
院
の
テ
レ
ビ
で
見
ま
し
た
。も

ち
ろ
ん
両
親
か
ら
は
聞
い
て
い
ま

し
た
が
口
惜
し
く
、情
け
な
く
、切

な
い
想
い
と
言
う
の
が
実
感
で
し

た
。友
達
や
僕
を
知
る
人
た
ち
に

頼
っ
て
そ
こ
ま
で
し
て
も
ら
う
の

が
恥
ず
か
し
い
と
思
っ
た
ん
で
す

」。こ
の
頃
の
小
笠
原
さ
ん
の
気
持

ち
は
生
き
る
事
へ
の
思
い
と
現
実

と
の
中
で
葛
藤
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

そ
れ
か
ら
心
臓
移
植
の
た
め
に
ド

イ
ツ
行
き
が
決
ま
り
、着
々
と
準

備
が
進
め
ら
れ
て
いっ
た
。し
か
し

そ
の
時
も
ま
だ
心
は
揺
れ
動
い
て

い
た
。出
発
の
時
、空
港
に
は
多
く

の
友
人
、知
人
、先
生
方
が
見
送

り
に
き
て
い
た
。そ
の
人
た
ち
の
た

く
さ
ん
の
笑
顔
を
見
て
い
る
う
ち

に
、小
笠
原
さ
ん
は「
そ
う
だ
、僕

は
こ
の
人
た
ち
と
生
き
て
再
会
し

た
い
、そ
の
た
め
に
ド
イ
ツ
に
行
く

ん
だ
」そ
う
強
く
感
じ
た
。

あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
を
伝
え
、

繋
い
で
い
き
た
い

　

ド
イ
ツ
で
の
生
活
は
ド
ナ
ー
が

見
つ
か
る
か
、血
栓
症
に
よ
る
死
と

の
ま
さ
に
時
間
と
の
戦
い
だ
っ
た
。

小
笠
原
さ
ん
は
そ
ん
な
日
々
の
中

で
徐
々
に
自
分
を
取
り
戻
し
て

いっ
た
。そ
し
て
約
2
年
が
過
ぎ
た

あ
る
日
病
院
か
ら
の
ド
ナ
ー
が
見

つ
か
っ
た
と
い
う
知
ら
せ
に
も
小

笠
原
さ
ん
は
冷
静
だっ
た
。淡
々
と

オ
ペ
の
た
め
の
準
備
を
済
ま
せ
手

術
室
に
向
か
っ
た
。そ
れ
か
ら
8

時
間
の
大
手
術
の
末
、10
日
後
に

目
覚
め
る
と
い
う
奇
跡
的
な
回
復

を
支
え
た
の
は
あ
の
小
笠
原
さ
ん

を
応
援
し
て
く
れ
た
空
港
で
の
人

た
ち
の
笑
顔
だ
っ
た
。「
僕
が
頑
張

れ
た
の
は
あ
の
空
港
で
送
っ
て
く

れ
た
人
た
ち
が
い
る
、そ
し
て
生

き
て
帰
る
の
を
待
っ
て
い
て
く
れ

る
、そ
れ
だ
け
で
心
が
満
た
さ
れ

て
い
ま
し
た
。不
思
議
に
不
安
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。今
は
皆
に

あ
り
が
と
う
と
言
う
気
持
ち
で

いっ
ぱ
い
で
す
。こ
の
あ
り
が
と
う

は
ド
ナ
ー
か
ら
命
を
頂
い
た
事
、

生
還
し
て
今
度
は
自
分
が
親
孝

行
を
で
き
る
事
に
繋
が
り
ま
す
」

常
勝
で
は
な
く
常
笑
の
人
生
を

　

現
在
、小
笠
原
さ
ん
は
、定
期

的
に
通
院
す
る
他
は
通
常
の
生

活
を
送
り
、後
の
社
会
復
帰
を
考

え
て
い
る
。「
僕
は
世
の
中
の
人
が

持
っ
て
い
る
心
臓
移
植
の
イ
メ
ー

ジ
を
変
え
た
い
ん
で
す
。今
迄
の

暗
く
て
重
い
移
植
へ
の
固
定
観
念

を
、経
験
し
て
き
た
僕
が
楽
し
く

て
面
白
い
事
実
も
有
る
ん
だ
よ
と

ひ
っ
く
り
返
し
た
い
ん
で
す
。も
っ

と
分
か
り
易
く
説
明
も
し
た
い
」

私
達
が
持
つ
先
入
観
は
、心
臓
移

植
へ
の
正
し
い
理
解
と
は
程
遠
い

も
の
な
の
だ
ろ
う
。実
際
、ド
ナ
ー

カ
ー
ド
の
記
入
方
法
が
正
確
で
な

い
た
め
無
効
と
な
り
移
植
を
待
つ

人
達
に
ド
ナ
ー
の
お
も
い
が
届
か

な
い
と
い
う
悪
循
環
も
起
き
て
い

る
。そ
ん
な
初
歩
の
移
植
へ
の
理

解
も
含
め
て
、臓
器
提
供
の
必
要

性
を
わ
か
り
や
す
く
世
間
に
知

ら
せ
た
い
と
小
笠
原
さ
ん
は
切
に

願
い
、行
動
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。情
報
社
会
の
中
で
本
当
に
必

要
な
知
識
を
私
達
は
得
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
？
小
笠
原
さ
ん
の
情
報

か
ら
、何
か
の
形
で
そ
れ
が
役
立

て
た
時
、日
本
の
ど
こ
か
で
1
つ
の

命
を
救
う
可
能
性
が
生
ま
れ
る
。

そ
の
可
能
性
を
1
つ
で
も
増
や
し

た
い
。そ
し
て
1
人
で
も
多
く
の

移
植
を
必
要
と
す
る
仲
間
を
救

い
た
い
。苛
酷
な
運
命
を
明
る
く

受
け
と
め
、新
し
い
世
界
に
今
、羽

ば
た
こ
う
と
し
て
い
る
小
笠
原
さ

ん
は「
僕
は
ド
イ
ツ
で
心
臓
移
植

を
受
け
、新
た
な
命
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。今
は
感
謝
の
気
持
ち
で

いっ
ぱ
い
で
す
。ダ
ン
ケ
シ
ェ
ー
ン
!

こ
の
言
葉
が
僕
の
今
の
全
て
の
気

持
ち
で
す
」最
後
に
好
き
な
言
葉

は
と
聞
く
と「
常
勝
で
は
な
く
常

笑
、こ
れ
か
ら
は
い
つ
も
笑
っ
て
生

き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。あ
の

時
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
僕
を
支
え

て
く
れ
た
事
を
忘
れ
ず
に
」
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①教科、在職期間　
②在校時代の記憶に残っていること　
③近況報告

板
野
　
哲
夫 

先
生（
吹
田
市
）

①
社
会
科（
地
理・世
界
史
）

　

1
9
7
1（
昭
46
）年
4
月
〜

1
9
9
3（
平
5
）年
3
月

②
は
じ
め
に
、在
職
中
、私
の
至
ら

な
さ
故
、生
徒
諸
君
や
教
職

員
、保
護
者
の
方
々
に
ご
迷
惑

を
か
け
ま
し
た
こ
と
を
、こ
の

場
を
借
り
て
お
詫
び
し
ま
す
。

　

吹
田
高
校
に
22
年
間
も
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。そ
の
思
い
出

は
尽
き
ま
せ
ん
。山
岳
部
の
顧

問
と
し
て
年
々
体
力
の
つい
て
い

く
生
徒
達
に
目
を
瞠
っ
た
こ
と
、

朝
焼
け
の
槍
ヶ
岳
を
初
め
て
観

て
、翌
年
見
事
に
登
頂
を
果
し

た
あ
の
感
動
等
。担
任
と
し
て

向
う
見
ず
に
も
7
月
の
試
験
休

み
に
ク
ラ
ス
全
員
を
比
良
の
山

小
屋
合
宿
に
連
れ
出
し
た
こ
と

等
。修
学
旅
行
を
観
光
旅
行
か

ら
白
馬
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、そ
し

て
ス
キ
ー
合
宿
へ
と
す
べ
て
の
変

化
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
。き
び
し

く
叱
る
よ
り
よ
り
添
う
生
徒

指
導
し
か
で
き
な
い
自
己
嫌
悪

と
納
得
の
く
り
返
し
。労
働
組

合
活
動
で
の
団
結
す
る
こ
と
の

楽
し
さ
や
難
し
さ
等
々
、実
に

私
の
教
職
員
と
し
て
の
す
べ
て

と
も
言
え
る
部
分
を
育
て
て
く

れ
た
の
が
吹
田
高
校
で
し
た
。

③
吹
田
高
校
の
あ
と
市
岡（
定
）・

城
東
工
を
経
て
2
0
0
4

（
平
15
）年
3
月
退
職
し
ま
し

た
。以
後
、四
国
霊
場
八
十
八

ヶ
所
1
2
0
0
km
の
歩
き
遍

路
を
果
た
し
、こ
こ
3
年
は
樹

木
を
中
心
と
し
た
自
然
観
察

の
講
座
参
加
を
し
、相
変
ら
ず

ハ
イ
キ
ン
グ
に
も
精
を
出
し
、ア

ウ
ト
ド
ア
で
余
生
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

五
百
蔵 

光
彦 

先
生（
摂
津
市
）

①
数
学
科

　
1
9
6
5（
昭
和
40
）年
4
月
1
日
〜

1
9
9
2（
平
成
4
）年
3
月
31
日
ま
で

②
着
任
早
々
1
年
11
組
の
担
任
。

急
増
期
で
ク
ラ
ス
定
員
は
50

名
。H・R
教
室
は
北
館（
木
造
）

の
家
庭
科
教
室
の
2
階
で
、隣

り
の
10
組
の
担
任
は
、い
つ
も
タ

オ
ル
を
腰
に
つ
け
た
綱
島
先
生

で
、生
徒
と一緒
に
掃
除
を
し
て

お
ら
れ
る
様
子
で
し
た
。出
張

の
た
め
、午
後
か
ら
出
掛
け
る

時
な
ど
指
示
を
し
て
お
く
だ
け

で
、ク
ラ
ス
の
生
徒
が
き
れ
い
に

清
掃
、戸
締
り
ま
で
し
て
く
れ

て
い
る
の
に
感
心
し
た
も
の
で
し

た
。修
学
旅
行
の
形
態
が
観
光

旅
行
か
ら
野
外
活
動
方
式・ス

キ
ー
へ
と
変
化
し
て
い
く
時
期

で
、山
岳
部
員
と
一
緒
に
北
ア
ル

プ
ス
に
登
っ
た
の
も
、ま
だ
若
か
っ

た
か
ら
こ
そ
出
来
た
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。（
吹
高
最
後
の

年
、3
年
7
組
の
担
任
を
し
た

時
の
2
学
期
終
業
式
終
了
後

に
、校
長
か
ら
定
時
制
職
場
への

転
勤
が
告
げ
ら
れ
た
夜
に
郷
里

の
母
が
倒
れ
、2
月
の
卒
業
式

予
行
前
日
に
父
が
倒
れ
、と
も

に
数
ヶ
月
後
に
他
界
し
ま
し

た
。思
え
ば
、吹
田
高
校
勤
務
の

27
年
間
を
見
守
っ
て
い
て
く
れ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。）

③「
都
会
に
出
て
、勉
強
し
た
い
」

と
い
う
思
い
で
、郷
里
を
後
に
し

ま
し
た
が
、心
な
ら
ず
も
、教

職
員
組
合
の
活
動
に
身
を
置

か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
って

し
ま
い
、定
時
制
職
場
に
異
動

後
の
8
年
間
は
そ
れ
こ
そ
宿
題

を
一
気
に
片
付
け
よ
う
と
、「
朝

日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
」に
通

う
な
ど
、書
道
と
専
門
分
野
の

「
複
素
函
数
論
」の
復
習
に
明

け
暮
れ
ま
し
た
。今
は
ホ
ー
ムヘ

ル
パ
ー
2
級
の
資
格
を
取
っ
て
、

介
護
老
人
保
健
施
設
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
な
が
ら
、「
健
康
友

の
会
」の
活
動
の
中
で「
憲
法
9

条
を
守
ろ
う
」と
い
う
運
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

井
上
　
和
郎 

先
生（
箕
面
市
）

①
国
語

　

昭
和
27
年
4
月
か
ら
17
年
間

②
府
立
高
校
勤
務
の
、最
初
で
し

か
も
、最
も
長
く
在
職
し
た
学

校
と
し
て
、私
に
と
って
忘
れ
難

い
存
在
で
す
。勤
め
て
間
も
な

い
頃
、授
業
を
し
て
い
た
ら
、コ

ツ
コ
ツ
と
足
音
が
し
て
教
室
に

山
羊
が
入
っ
て
来
た
こ
と
が

あ
っ
た
。あ
の
頃
は
、そ
ん
な
ノ

ン
ビ
リ
し
た
時
代
で
し
た
。

　

記
憶
に
残
る
出
来
事
は
、本
館

の
大
半
が
焼
失
し
た
火
災
。木

造
校
舎
で
火
の
回
わ
り
が
早

く
、職
員
室
の
窓
か
ら
何
度
も

出
入
り
し
て
、大
事
な
書
類
を

次
々
に
運
び
出
し
た
も
の
の
、

火
災
の
熱
気
で一部
が
燃
出
し
、

あ
わ
て
て
下
の
運
動
場
ま
で
運

び
移
し
た
こ
と
な
ど
…
。」

③
教
職
を
終
え
て
10
年
、齢
80
を

越
え
ま
し
た
が
、幸
い一人
で
外

出
で
き
る
の
で
、近
年
御
無
沙

汰
が
ち
に
な
って
た
同
窓
会・旧

職
員
の
会
そ
の
他
の
会
合
に
、で

き
る
限
り
出
席
し
て
、旧
交
を

温
め
な
が
ら
、明
日
への
活
力
を

与
え
て
も
らって
い
ま
す
。

片
山
　
莊
作 

先
生（
能
勢
町
）

①
昭
和
53
年
4
月（
1
9
7
8
年
）〜

昭
和
59
年
3
月（
1
9
8
4
年
）

②
そ
れ
迄
私
は
、東
京
で
会
社
生

活
を
し
て
お
り
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
仕

事
を
し
て
い
ま
し
た
。仕
事
自

身
は
楽
し
か
っ
た
が
、ハ
ー
ド
な

生
活
で
健
康
を
損
ね
た
こ
と
が

あ
り
、次
第
に
転
職
を
考
え
る

様
に
な
り
、幸
い
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
相
手
の
生
活
か
ら
、若
い

人
を
育
成
す
る
教
育
の
仕
事

に
転
進
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。で
も
そ
れ
ま
で
に
大
阪

に
住
ん
だ
こ
と
は
な
く
、ま
し

て
や
教
育
の
仕
事
は
、大
学
時

代
に
家
庭
教
師
を
し
た
こ
と
が

あ
る
く
ら
い
で
、無
縁
で
し
た
。

地
理
的
に
も
、又
現
代
の
高
校

生
を
相
手
に
し
て
つ
と
ま
る
だ

ろ
う
か
と
漠
然
と
し
た
不
安
は

あ
り
ま
し
た
が
、教
育
に
対
す

る
情
熱
だ
け
は
、持
っ
て
い
ま
し

た
。初
め
て
本
校
を
訪
れ
た

時
、J
R
吹
田
駅
か
ら
は
か
な

り
遠
く
、田
舎
だ
な
あ
と
思
い

ま
し
た
が
、運
動
場
は
広
く
、

校
舎
は
古
く
て
、歴
史
と
伝
統

を
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
時
の
校
長
先
生
は
、向
井
一

男
先
生
で
、先
生
に
は
在
職
中

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
私
の
教
師
生
活
の
第

一
歩
が
始
ま
り
ま
し
た
。新
任

研
修
を
受
け
る
一
方
で
、先
輩

の
先
生
方
が
皆
さ
ん
親
切
に

暖
か
く
迎
え
て
下
さ
っ
て
、教

員
間
の
ま
と
ま
り
は
す
ご
く

良
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。数

学
科
の
同
僚
の
先
生
方
に
は
、

特
に
親
切
に
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

当
時
は
現
在
に
比
べ
、1
学
級

あ
た
り
の
生
徒
数
が
大
変
多

く（
45
人
平
均
、現
在
は
40
人
）

補
導
会
議
も
か
な
り
あ
り
ま

し
た
が
、大
多
数
の
生
徒
は
、素

直
で
、素
朴
、人
な
つっ
こ
い
生

徒
が
多
く
、私
も
そ
の
時
は
年

も
若
かっ
た
の
で
生
徒
に
ス
ム
ー

ズ
に
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。こ
の
時
の
生
徒
達
と

は
今
で
も
年
賀
状
の
や
り
と
り

を
し
て
お
り
、本
当
に
素
直
な

生
徒
が
多
か
っ
た
な
あ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

6
年
間
の
中
で
2
回
卒
業
生

を
だ
し
、2
回
修
学
旅
行
に
付

き
添
っ
た
こ
と
も
想
い
出
の
一つ

で
す
。

　

1
回
目
は
赴
任
最
初
の
年
で
、

阿
蘇
、霧
島
、鹿
児
島
に
行
き
、

2
回
目
は
広
島
、宮
島
、秋
吉

台
、萩
に
行
っ
た
。私
自
身
の
高

校
時
代
は
、修
学
旅
行
は
な

か
っ
た
の
で
、内
心
期
待
を
し
、

生
徒
以
上
に
旅
行
を
楽
し
ん

だ
も
の
で
す
。で
も
教
育
に
対

す
る
情
熱
だ
け
で
は
上
手
く
い

か
ず
、経
験
不
足
に
よ
り
私
の

生
徒
に
対
す
る
不
用
意
な
言

葉
の
掛
け
違
い
か
ら
生
徒
の
親

を
怒
ら
せ
て
し
ま
い
、そ
の
説

明
と
後
始
末
に
数
学
科
の
先

輩
の
美
見
先
生
に
同
行
し
て
も

ら
い
、生
徒
の
家
庭
を
訪
問
し
、

謝
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
想
い
出
の
一つ
で
す
。

③
そ
の
後
は
兵
庫
県
川
西
市
へ
の

転
居
に
伴
い
、第
1
学
区
の
渋

谷
高
校
に
移
り
そ
こ
で
定
年

を
迎
え
ま
し
た
。定
年
後
ど
う

過
ご
す
か
考
え
、自
分
に
で
き

る
こ
と
で
少
し
で
も
お
役
に
た

つ
こ
と
が
で
き
る
も
の
は
何
か

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
や
は
り

教
職
生
活
を
続
け
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。こ
う
し
て
現
在

は
、第
1
学
区
の
箕
面
高
校
で

非
常
勤
講
師
と
し
て
元
気
に

勤
務
し
な
が
ら
、合
い
間
に
少

し
の
ん
び
り
と
趣
味
の
山
歩
き

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

吹
田
高
校
は
、私
の
教
師
生
活

の
第
一
歩
を
し
る
し
た
学
校
で

あ
り
、そ
の
後
の
教
師
と
し
て

の
心
構
え
や
や
り
方
を
植
え
つ

け
て
く
れ
た
想
い
出
の
多
い
学

校
で
す
。

2007.9　
曽爾高原でのものです。

このコーナーでは吹田高校時代の懐かしい先生方の
消息を知りたいという多くの希望により、順次掲載させ
て頂きます。
消息を知りたい先生のリクエストをお待ちします。

9

増田　利明 先生
数学科　昭和26年3月～昭和39年3月

土地・建物・貸家・マンション・アパート

代表取締役　西本　勝（7期生）
摂津市千里丘東2丁目10番1-110フォルテ摂津1F

http://www.sogo2103.com
1072-622-6072（代）　FAX072-622-6678

大阪府知事免許（10）14147号

売買・仲介・管理

相互不動産株式会社 唐澤　八洲仁（14期）

〒530-0047 大阪市北区西天満3丁目3番17号
 ルアンジュ南森町502号

106-6365-9002　FAX06-6365-9011

唐澤司法書士事務所
司法書士

ダンスの効果？　若さと健康とときめき

〒567-0897　茨木市主原町6番4号
TEL/FAX（072）633-3038

児島ダンススクール
児島利子（21期）
（旧姓　新地）

・・・・

人間環境学部・経営学部・経済学部
工学部・短期大学部

大阪府大東市中垣内3-1-1　TEL.072-875-3001
URL　http：//www.osaka-sandai.ac. jp

結 果 が 出 る 大 学

大阪産業大学
設置
学部

　台風による体育館の倒壊、火災による本館の消
失、大雨の時の運動場の浸水、創立後しばらくは生徒

の勉学意欲が旺盛で大学進学率が年々向上して将来が期待され
た。就職希望者の就職先を開拓するのに関係の先生方に随分ご苦
労をお掛けした。
　公立高校定年退職後、私立高校に十年余り勤め、数年前に辞し
てから現在無職。平成十二年に「勲四等瑞宝章」叙勲の栄を賜り皇
居に参内。現在卒業生や知人との会食、映画・演芸・美術鑑賞やグ
ルメ探訪の日々です。最近「親孝行」と言う言葉が学校教育から消え
てしまった。それが悲しくて次の様な句を…

　こんなもの書き集めて喜んでいます。親不孝その他色々有ります
が、紙面の都合で割愛させて頂きました。

・親孝行　してもしても　親がいる
（長寿社会の悲哀）

・親孝行　そんな言葉は　今は死語

・親孝行　そんな言葉も　有ったっけ

・親孝行　それって親の　こうこ漬け

・親孝行　してもいないに　したり顔

・親孝行　今は学校で　教えない

・親孝行　親不幸より　少数派

・親孝行　するにも矢張り　金が要る

・親孝行　鐘や太鼓で　探せども

・親孝行　辞典に載るも　後暫し

・親孝行　たった二十四の　
哀れさよ（本朝二十四孝を）

 転出先
校長　西島 多枝子 千里
主査　大河 靖治 かわち野
技師　宮脇 均  
首席　奥村 博一（保健体育） 狭山
教諭　植田 幹夫（社会） 豊島
教諭　村田 悦彦（社会） 退職
教諭　射場 敏広（数学） 退職
教諭　大高 忍（数学） 千里青雲
教諭　大島 啓嗣（理科） 吹田東
教諭　大橋 有（保健体育） 刀根山
講師　石田 由紀（英語） 枚岡樟風
講師　徳本 由紀（家庭） 柴島
実習助手　重田 匡 北淀

 前任校等
校長　畑中 利明 東寝屋川
主査　井上 秀樹 池田北
教諭　瀬田 祐造（社会） 高槻北
教諭　打田 浩司（社会） 北千里
教諭　有馬 秀夫（数学） 住吉
教諭　清水 陽太（数学） 新任
教諭　浦谷 伸介（生物） 新任
教諭　小路 玲子（家庭） 鳥飼
教諭　道古 卓也（英語） 新任
実習助手　中西 良知 咲洲
技術職員　山口 滋樹 東淀川

離　　任 着　　任
平成20年4月1日■平成20年度の離任･着任

・親孝行　したい時には　
親は無し（戦後暫く迄は）

・親孝行　したくないのに　
親がいる（現在は）

・親孝行　するもしないも　金次第
（金の為には親をも殺す）

・親孝行　するもしないも　親次第
（子の努めでは無く、親の責任とは）

・親孝行　期待するのは　親の恥
（嗚呼！何と）

・親孝行　何をほざくと　どら息子
（悲しい哉、今の親は）

・親孝行　こうこ（糠漬け）と共に
廃止され

（今の若者は糠漬けを嫌う）

代表取締役　渡部　信生（17期）

製缶　熔接　板金

〒533-0022　工場/大阪市東淀川区菅原7丁目1-18
TEL（06）6328-3064　FAX （06）6328-1718

（有）渡部熔接工業所
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株式会社トリム
代表取締役　村田　守（14期）

〒564-0045　吹田市金田町5番47号　TEL 06-6337-7796 佐藤　雄久（9期）

あなたに合った住まいづくりのお手伝い
̶不動産の全てをお任せ下さい！̶

ホームページリニューアルしました。
http://www.h3.dion.ne.jp/~torimu

天神橋本店、エル店

天神橋、エスト、阿倍野ラ・セレナ、プロメナ神戸

天王寺ミオ、天神橋
Rose Bud、Jet Label、BETSEYVILLEなど国内外ブランド取扱い
Lemonist!  http://blogs.dion.ne.jp/lemonhills/
〒530-0041　大阪市北区天神橋4-11-8
TEL.06-6351-8134

★
家
庭
科
部

　

今
年
度
は
1
年
生
5
名
、2
年
生

5
名
、3
年
生
4
名
で
活
動
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、幼
稚
園・保
育
園

と
の
交
流
を
中
心
に
活
動
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。そ
の
活
動
の
中
で
、今
年
は
幼

児
に
野
菜
を
食
べ
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
、食
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
応
募
し
、

保
育
園
で
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
や
指
人
形

を
実
演
し
て
き
ま
し
た
。布
小
物
の
作

成
に
は
得
意
な
技
術
を
発
揮
し
、ま
た

実
演
も
時
間
を
か
け
て
何
度
も
練
習

す
る
な
ど
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

家
庭
科
技
術
検
定
で
は
、食
物
1
級

で
ク
ラ
ブ
員
は
2
名
合
格
し
ま
し
た
。

被
服
製
作
1
級
は
、洋
服
2
名
和
服
4

名
が
合
格
し
、2
年
ぶ
り
に
3
冠
王
が

2
名
で
ま
し
た
。3
冠
王
2
名
の
う
ち

山
浦
さ
ん
は
、3
級
ま
で
他
県
で
取
得

し
転
校
し
て
き
た
生
徒
で
、水
野
さ
ん
は

く
じ
け
そ
う
に
な
り
な
が
ら
の
果
敢
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
見
事
獲
得
し
た
生
徒
と
、

ど
ち
ら
も
熱
心
か
つ
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を

続
け
な
が
ら
の
取
得
で
し
た
。本
人
た

ち
の
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
、ま
た
後
輩
た

ち
の
よ
き
見
本
と
なって
く
れ
ま
し
た
。

★
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

今
年
も
1
年
生
が
多
数
入
部
し
ま

し
た
。8
月
の
時
点
で
3
年
生
7
名

（
う
ち
、マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
1
名
）、2
年
生

11
名
、1
年
生
12
名（
う
ち
、マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
1
名
）で
し
た
。4
年
前
は
部
員
が

0
だ
っ
た
こ
と
が
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。元

気
よ
く
、明
る
く
、仲
も
よ
く
て
、い
い
雰

囲
気
で
す
。し
か
し
、人
数
が
増
え
た
こ

と
で
新
た
な
悩
み
も
出
て
き
ま
し
た
。

練
習
で
の
順
番
待
ち
や
、練
習
試
合
や

試
合
に
出
る
機
会
や
時
間
が
少
な
く

な
っ
た
こ
と
で
す
。1
月
の
新
人
戦
で
、

念
願
の
中
央
大
会
へ
進
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は
、練
習
は
苦
し
い

け
れ
ど
、そ
れ
を
乗
り
越
え
る
力
を
つ

け
、中
央
大
会
が
常
連
の
チ
ー
ム
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。O
G
の

み
な
さ
ま
、ぜ
ひ
と
も
練
習
を
見
に
来

て
く
だ
さ
い
。久
し
振
り
に
バ
ス
ケ
を
し

に
来
ま
せ
ん
か
？（
08
年
3
月
記
）

（
顧
問　

下
本　

隆
二
）

★
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

4
月
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
通
過
を

目
指
し
て
頑
張
って
い
ま
す
。

2
年
生
5
名　

3
年
生
7
名

（
顧
問　

北
村　

仁
）

★
サ
ッ
カ
ー
部

・
部
員
数　

1
年
生
8
名　

2
年
生

6
名　

3
年
生
8
名　

合
計
22
名

・
部
長　

宮
崎
純
一　

顧
問
・
監
督　

馬
場
裕
樹　

顧
問　

浅
野
洋
一

・主
将　

井
上
省
司

・戦
績

　

秋
の
高
校
選
手
権
に
向
け
て
、部
員

全
員
参
加
し
た
夏
合
宿
で
は
、試
合
の

ビ
デ
オ
を
み
ん
な
で
見
直
し
、戦
術
理

解
を
高
め
、『
シ
ン
プ
ル
、徹
底
、ト
ラ
ン

ジ
ッ
シ
ョン（
好
守
の
切
り
替
え
）』を
合

い
言
葉
に
目
標
を
持
っ
て
意
志
統
一
を

行
っ
た
。3
日
間
で
7
試
合
と
ハ
ー
ド
な

日
程
で
あ
っ
た
が
寝
食
を
共
に
し
、夏

休
み
は
高
槻
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
に
も
参
加

し
、試
合
を
中
心
に
強
化
し
た
。試
合

数
は
合
計
28
試
合
に
も
な
っ
た
。秋
の

高
校
選
手

権
は
2
回

戦
ス
タ
ー

ト
と
な
っ

た
。
精
華

と
の
試
合

は
先
制
す

る
も
追
い

つ
か
れ
苦

し
い
試
合

と
な
っ
た

が
、
終
了

間
際
に
下

野
が
P
K

を
も
ら
い
、

自
ら
が
決

め
2-

1
で

勝
っ
た
。3

回
戦
は
強

豪
商
大
堺
と
の
試
合
と
な
っ
た
。2
点

先
に
取
ら
れ
た
が
F
W
西
出
の
20
m

を
超
え
る
見
事
な
F
K
か
ら
1
点
を

返
し
た
。そ
の
後
、最
後
ま
で
あ
き
ら

め
ず
に
攻
め
た
が
追
い
つ
け
ず
惜
敗
し

た
。力
は
出
し
尽
く
し
た
。平
成
20
年

度
は
、守
備
を
安
定
さ
せ
、目
標
で
あ

る
ベス
ト
32
を
成
し
遂
げ
た
い
。

★
イ
ラ
ス
ト
部

　

今
年
度
の
部
員
は
1
年
生
7
名
、2

年
生
5
名
、3
年
生
6
名
で
活
動
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。普
段
の
活
動
は
も
ち

ろ
ん
、夏
休
み
も
よ
く
活
動
し
て
く
れ
、

発
表
作
品・冊
子
づ
く
り
そ
れ
ぞ
れ
、

例
年
以
上
の
枚
数
と
な
り
ま
し
た
。ま

た
、繊
細
な
タ
ッ
チ
や
色
づ
か
い
を
工
夫

し
た
作
品
が
多
く
、非
常
に
よ
く
頑
張

って
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
は
、技
法
書
の
購
入
も
し

て
、技
術
的
な
力
量
ア
ッ
プ
を
目
指
し

て
い
ま
す
。ま
た
、美
術
部
と
合
同
で

参
加
し
て
い
る
外
部
の
方
に
よ
る
イ
ラ

ス
ト
講
座
で
も
、各
自
独
自
の
イ
ラ
ス

ト
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

★
美
術
部

　

今
年
度
の
部
員
は
1
年
生
3
名
、2

年
生
5
名
で
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。前
半
は
文
化
祭
に
向
け
て
の
作
品

展
示
を
目
指
し
、部
活
動
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。緻
密
な
絵
画
か
ら
貼
り
絵
ま

で
、各
自
の
個
性
が
発
揮
さ
れ
た
絵
画

が
多
く
制
作
で
き
、文
化
祭
の
展
示
に

も
結
び
つ
き
ま
し
た
。

★
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

　

1
年
間
部
員
が
1
チ
ー
ム
そ
ろ
わ
な

い
中
で
、他
ク
ラ
ブ
か
ら
部
員
を
借
り
、

ま
た
は
合
同
チ
ー
ム
で
大
会
に
参
加
し

て
き
た
。6

月
の
会
長

杯
で
1
勝

を
あ
げ

た
。次
の
大

会
も
山
田

高
校
と
の

合
同
チ
ー

ム
で
参
加

す
る
。リ
ー

グ
戦
全
勝

を
目
指
し
、

練
習
に
励

ん
で
い
る
。　　
　
（
顧
問　

谷
口
智
紀
）

★
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部

　

部
員
が
少
な
い
の
で
ゲ
ー
ム
形
式
の

練
習
が
で
き
な
い
の
で
す
が
そ
の
反
面

多
く
の
練
習

が
で
き
ま

す
。指
導
者

が
い
な
い
の
で

自
分
た
ち
で

話
し
合
っ
て

活
動
し
て
い

ま
す
。

★
吹
奏
楽
部
　

　
一
時
、部
員
が
お
ら
ず
休
部
状
態
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、2
0
0
6
年
度
、

ク
ラ
ブ
と
し
て
復
活
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。現
在
、1
年
生
の
部
員
だ
け

に
な
って
し
ま
い
ま
し
た
が
、毎
日
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。2
0
0
7
年
度
は
、

体
育
祭
、文
化
祭
、ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー

ト（
本
校
音
楽
室
に
て
）な
ど
に
出
演
し

ま
し
た
。今
後
は
ぜ
ひ
多
く
の
新
入
部

員
を
迎
え
、演
奏
の
機
会
を
さ
ら
に
増

や
し
て
い
き
た
い
と
願
って
い
ま
す
。

　

大
人
数
の
吹
奏
楽
と
は
ひ
と
味
違
う
、

吹
田
高
校
ら
し
い
演
奏
を
み
な
さ
ん
に

聴
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
!

（
顧
問　

池
口
愛
子
）

★
空
手
道
部

　

公
立
大
会
2
連
覇
を
目
標
に
日
々

練
習
に

励
ん
で

い
ま
す
。

3
年
生

3
名

2
年
生

4
名

（
顧
問

山
村
）

★
書
道
部

　

現
在
は
三
年
生
の
み
6
名
で
週
に一

度
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

臨
書
と

い
う
基
本

錬
成
に
始

ま
り
、畳
一

畳
ほ
ど
の

紙
に
、
大

き
な
筆
を

振
り
回

し
、
駆
け

回
る
よ
う

な
作
品
制

作
も
し
て

い
ま
す
。ま

た
、
芸
術

文
化
祭
、

大
阪
府
高
校
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
、大
阪
府

高
校
書
道
展
な
ど
の
学
外
展
に
も
精
力

的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

部
長　

山
口
咲　
（
顧
問　

河
野
通一）

★
軽
音
楽
部

　

部
員
の
自
主
活
動
、自
主
運
営
確
立

を
目
標
に
活
動
し
て
い
ま
す
。写
真
は

V
i
v
i
d　

L
i
n
e
の
鈴

木
さ
ん（
B
a
）、

日

並

さ

ん

（
D
r
）、繁
田
さ

ん（
V
o
）

一
年
間
の
ク
ラ
ブ
活
動
報
告

高
校
時
代
の
3
年
間
は
生
涯
で
最
も
人
間
的
に
成
長
す
る
時
期
、特
に
ク

ラ
ブ
活
動
、サ
ー
ク
ル
活
動
で
結
ば
れ
る
友
達
、先
輩
、後
輩
と
の
交
流

が
、そ
れ
ぞ
れ
の
人
格
形
成
、成
長
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
思
い
ま

す
。2
万
人
を
越
す
吹
田
高
校
卒
業
生
が
母
校
の
後
輩
の
活
動
を
注
目

し
、応
援
し
て
い
ま
す
。

10

※
記
事
内
容
は
平
成
20
年
3
月
現
在
の
も
の
で
す

〒564-0041　吹田市泉町5-11-18
TEL　06-6387-5503
FAX　06-6387-7319

株式会社 藤倉商店
代表取締役

清野　昌俊（7期）

建築材料・金物・日曜大工
・園芸用品 販売

吹田市元町7番11号　旭通り商店街中央
TEL　06-6381-1983（代）
FAX　06-6383-2522

タニモトスポーツ
代表取締役　谷本　英洋（9期）

総合スポーツ用品専門店
各種スポーツ用品全般・体育服装・体育器具

製鋼原料

大舞金属株式会社
代表取締役

大原　勝英（19期）
〒555-0043　大阪市西淀川区大野1-10-11
 TEL 06-6473-7260
 FAX 06-6473-7261

★
茶
道
部

　

現
在
部
員
は
3
年
生
3
名
で
す
。

そ
の
中
の
2
名
は
2
年
生
に
な
っ
て
か

ら
の
入
部
で
、全
く
未
経
験
の
生
徒
達

で
し
た
が
、毎
週
金
曜
日
欠
か
さ
ず
稽

古
に
励
み
ま
し
た
。文
化
祭
で
は
80
名

以
上
の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
き
、着

物（
ゆ
か
た
姿
）に
な
っ
て
日
頃
の
成
果

を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

せ
っ
か
く
基
本
の
薄
茶
の
お
点
前
が

で
き
る
よ
う
に
な
って
も
後
輩
が
い
な
い

と
引
き
継
い
で
も
ら
え
な
い
か
ら
と
、

見
学
会
の
ク
ラ
ブ
体
験
に
お
い
て
も
希

望
者
を
募
り
、事
前
に
何
度
か
お
迎
え

の
練
習
を
し
て
8
名
ほ
ど
の
参
加
者
に

お
点
前
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
3
年
生
に
な
る
の
で
上
の

お
点
前
に
も
挑
戦
す
る
意
気
込
み
で
い

ま
す
。　　
　
　
　
（
顧
問　

小
山
）

★
陸
上
競
技
部

部
員
数　

3
年
生
1
名（
女
子
1
名
）2

年
生
11
名（
男
子
6
名　

女
子
5
名
）

　

平
成
19
年
度
は
、田
島
が
全
国
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
を
目
指
し
て
い
た
が
、大

事
な
冬
場
の
練
習
が
体
調
不
良
等
で

十
分
に
や
り
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
影

響
し
、大
阪
の
女
子
の
や
り
投
げ
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
い
け
ず
近
畿
大
会
へ

の
出
場
も
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。し
か
し
な
が
ら
、7
種
競
技
で
は
大

阪
選
手
権
で
入
賞
し
近
畿
選
手
権
へ
は

出
場
す
る
こ
と
が
で
き
た
。日
野
は
タ

イ
ム
だ
け
で
み
る
と
1
0
0
m
で
大
阪

大
会
の
決
勝
進
出
レ
ベ
ル
の
記
録
を
出

す
ま
で
に
な
っ
た
が
、惜
し
く
も
地
区

予
選
を
通
過
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。本
年
度
は
、2
年
生
に
大
い
な
る
飛

躍
の
予
感
が
あ
り
再
び
全
国
、近
畿
が

狙
え
る
人
材
が
育
って
き
て
い
る
。

（
顧
問　

山
口一行
）

★
写
真
部

　

本
年
度
は
、フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
か
ら
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
へ
の
移
行
期
に
あ
た
り
、

ク
ラ
ブ
と
し
て
の
目
立
っ
た
活
動
は
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。し
た
が
っ
て
、個
人

的
な
撮
影
活
動
に
終
始
し
ま
し
た
。

次
年
度
は
、本
格
的
に
、デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
で
の
撮
影
を
中
心
と
し
た
撮
影
技

術
の
向
上
と
、部
員
と
も
ど
も
作
品
発

表
に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。　

（
顧
問　

廣
畑
）

★
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

4
月
25（
日
）　

春
季一次
予
選（
部
別
）

桜
塚
2
̶
0
吹
田
、今
宮
2
̶
0
吹
田
、

堺
東
2̶
0
吹
田

11
月
20（
日
）　
新
人
大
会一次
予
選（
部
別
）

金
剛
2
̶
0
吹
田
、金
蘭
千
里
2
̶
0
吹
田
、

浪
速
2̶
0
吹
田

1
月
20（
日
）　

新
人
大
会
二
次
予
選

（
春
高
バ
レ
ー
）金
光
藤
蔭
2
̶
0
吹
田

　

本
年
度
も
部
員
数
が
少
な
く
、試

合
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。2
0
0
8

年
度
こ
そ
部
員
数
を
増
や
し
て
上
の

部
に
昇
格
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
野
球
部

春
季
近
畿
地
区
高
校
野
球
大
会
大
阪

府
予
選　

4
月

二
回
戦　

vs
堺
西　

4
対
14

　

敗
退

第
89
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権

大
会
大
阪
大
会　

7
月

一回
戦　

vs
東　

3
対
10　

敗
退

秋
季
近
畿
地
区
高
校
野
球
大
会
大
阪

府
予
選　

9
月

一回
戦　

vs
河
南　

4
対
5　

敗
退

　

現
在
、部
員
は
1
年
生
25
名
、2
年
生

10
名
の
総

勢
35
名
で
、

日
々
練
習

に
励
ん
で
い

ま
す
。
今

年
度
の
大

会
は
、春
・

夏・秋
の
三

大
会
す
べ

て
初
戦
敗

退
に
終
わ

り
、悔
し
い

思
い
を
し

ま
し
た
。こ

の
悔
し
さ

を
バ
ネ
に

し

て

、

2
0
0
8

年
は
チ
ー

ム
の
飛
躍

に
つ
な
げ

て
い
き
た
い

と
思
い
ま

す
。
引
続

き
ご
声
援
の
程
お
願
いい
た
し
ま
す
。

★
レ
ス
リ
ン
グ
部

6
月
2
日
、3
日
全
国
高
校
総
体
府
予

選
大
会（
茨
木
）清
水
彬
寛（
3
年
）準

優
勝
、長
岡
竜
児（
2
年
）3
回
戦
ま
で

6
月
22
日
、23
日
、24
日

近
畿
大
会（
滋
賀
栗
東
）

清
水
彬
寛（
3
年
）3
回
戦
ま
で

8
月
16
日
、17
日
、18
日
、19
日

全
国
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
選
手
権
大
会

清
水
彬
寛
3
回
戦
ま
で

★
男
女
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

現
在
、女
子
2
年
5
名
3
年
8
名
、

男
子
2
年
4
名
で
元
気
に
活
動
し
て
い

ま
す
。土
日
の
練
習
に
は
多
く
の
O
B

の
方
々
に
ご
指
導
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い

ま
す
。お
か
げ
さ
ま
で
、高
校
か
ら
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス

を
始
め
た

選
手
た

ち
も
大

会
に
勝
ち

残
れ
る
よ

う
に
な
っ

て
ま
い
り

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら

も
戦
績

を
残
せ
る

よ
う
精
一

杯
が
ん
ば

っ
て
い
き

ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
。

（
顧
問　

河
野・河
内
）

★
卓
球
部

　

昨
年
度
ま
で
は
部
員
が
少
な
く
、あ

ま
り
活
動
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
年
度
1
年
生
男
子
5
名
が
入
部
し

ま
し
た
。2
年
生
女
子
2
名
と
あ
わ
せ

て
計
7
名
に
な
り
ま
し
た
。

　

夏
の
公
式
戦
で
は
全
日
本
ジ
ュニ
ア

予
選
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
1
̶
1
西
村

が
三
回
戦
進
出
、ま
た
大
阪
高
校
新
人

卓
球
大
会
で
は
男
子
ダ
ブ
ル
ス
で
1
̶

1
西
村・1̶
7
大
西
ペ
ア
が
二
回
戦
に

進
出
し
ま
し
た
。

　
二
学
期
に
は
関
西
大
学
よ
り
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
で
大
学
生
に
来
校
し

て
い
た
だ
き
、週
一回
放
課
後
の
練
習
を

指
導
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

女
子
は
人
数
が
少
な
く
団
体
戦
も

ダ
ブ
ル
ス
も
出
場
で
き
ま
せ
ん
が
、部
員

ひ
と
り
ひ
と
り
が
目
標
を
持
っ
て
が
ん

ばって
い
ま
す
。　
（
顧
問　

増
田
美
弥
）

★
ダ
ン
ス
部

　

新
入
生
歓
迎
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
や
、

中
学
生
学
校
訪
問
時
に
、ダ
ン
ス
を
披

露
し
て
盛
り
上
げ
た
他
、体
育
祭
の
団

ダ
ン
ス
で
は
振
り
つ
け・指
導
を
行
う
な

ど
、学
校
行
事
に
お
い
て
華
や
か
に
リ
ー

ダ
ー
シッ
プ
を
発
揮
し
ま
し
た
。現
在
部

員
は
23
名
で
、仲
間
と
踊
って
い
る
と
最

高
に
楽
し
い「
ダ
ン
ス
大
好
き
集
団
」で

す
。文
化
祭
の
作
品
発
表
以
外
に
も
、

近
隣
の
市
で
開
催
さ
れ
る
ダ
ン
ス
コ
ン
テ

ス
ト
や
、イ
ベン
ト
で
、幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に

出
場
し
て
い
ま
す
。春
は
、ま
た
体
づ
く

り
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
つ
も
り
で
す
。

（
顧
問　

田
原
郁
子
）
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〒567-0072　茨木市郡4丁目8-1
TEL　（072）641-5935　FAX　（072）641-5945

浦部文彦（18期）

生コンクリート製造・販売・運搬

日本工業規格表示認証工場

顧客に信頼される品質をモットー

（有）西半生コン 〒564-0082　吹田市片山町3丁目17-11【定休日火曜日】

■ご注文・お問い合わせは

TEL.06-6387-5556

̶ふとん丸ごと水洗い承り中

＊ 今年は吹田高校卒業後節目の記念年です。同期会の開催をお勧めします。
10周年（46期生　平成10年卒業）　20周年（36期生　昭和63年卒業）
30周年（26期生　昭和53年卒業）　40周年（16期生　昭和43年卒業）
50周年（6期生　昭和33年卒業）　　※同窓会の企画時は鳳志会に連絡ください。

　1期　水川　泰三 H19　逝去
　3期　前田　饒 H19-2　逝去
　3期　野田　明忠 H19－12　逝去
10期　瀬川　修三 H19-1　逝去
12期　砂原　末吉 H19-7　逝去　

12期　小林　亮輔 H19-8　逝去
17期　岡根　陽二郎 H19-2　逝去
27期　細谷　裕子 H19-10　逝去
36期　掛水　宏史 H19-1　逝去

日時　平成20年11月16日（日）　12時～
場所　ホテル阪急インターナショナル（大阪市北区茶屋町）
会費　10,000円　　
代表幹事　3組（阿部信彦、多田寿久、橋本利彦）
※案内状は9月頃郵送します。

日時　平成20年6月上旬～中旬の予定。
場所　心斎橋　中国料理　大成閣（大丸とそごうの間を東へ50メートル）
（大阪市中央区東心斎橋1丁目18番12号）TEL06-6271-5238
追ってご案内をご送付致します。
連絡先　大橋正行（7期）　TEL072-856-6238
　　　　〒573-1151　大阪府枚方市東牧野町11-2-602

日時　平成20年11月15日（土）　12時～
場所　ホテル阪急インターナショナル（大阪市北区茶屋町）
会　費：10,000円　　
事務局：3組 清水 功　TEL06-6330-4031
※平成20年9月頃に出欠を伺う連絡を送付します。◆平成19年　物故者連絡　鳳志会宛訃報が届きました。謹んでご冥福をお祈り致します。

〒660-0845　尼崎市西高洲町16番40号
TEL　06-6419-8241　FAX　06-6419-5933

メールアドレス　info@fancs.co.jp

株式会社 ファンクス
代表取締役社長　上村　勝敏
専務取締役　　　上村　秀輝（13期）

グラフィック ＆ ビジュアルサイン

〒660-0805　尼崎市西長洲町2丁目5番25号
TEL　06-6401-0262　FAX　06-6489-3326

メールアドレス　info@toho-np.co.jp

株式会社 トーホー
ネームプレート ＆ メタルサイン

代表取締役会長　上村　和輝（6期）
代表取締役社長　上村　勝敏
取締役営業本部長　神田　賢一（8期）

現在までに判明しております物故者の方は会員365名、旧職員33名となっております。

代表取締役　西 半 又 康（15期）

このコーナーでは各学年、クラス、クラブなどで開催された同窓
会の様子を紹介しています。皆様からの同窓会情報をお待ち
しています。各学年単位で同窓会をされている場合通信費の
一部として鳳志会から援助させて頂いております。鳳志会まで
ご連絡ください。
連絡先　吹田高校内「鳳志会事務局」

TEL06-6387-6651　FAX06-6387-6567

9期生
（昭和36年
卒業生）へ

8期生
（昭和35年
卒業生）へ

新聞部
同窓会

鳳一会　
2007年10月27日　錦城閣
大阪キャッスルホテル（中央区天満橋）
前列中央本多先生（左）と増田先生（右）

10期生・3年1組のクラス会
2007年10月14日　リーガプリンスホテル（中ノ島）
前列中央は中島哲夫先生

新聞部同窓会　
2007年6月10日　大成閣

2
期
生
の
会
　

2
0
0
7
年
11
月
7
日
　
木
曽
路
　
江
坂
店
に
て
　

次
回
は
2
0
0
8
年
11
月
の
第
1
水
曜
日
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●意欲的な編集で温かいものに仕上がっており
ますね。66歳になりました。元気で自然散策や
ハイキングで生活にアクセントをつけています。
旧職員　I/T

●4号の旧職員の写真をみて涙しました。20数
名近くの先生方が逝去されて居られるのです
ね。感無量です。編集大変なことですが、通信
を心待ちしている者もいることと、もう何年受け
取れるかと思う毎日です。　旧職員　O/M

●仮校舎、自分の机を山越えで運んだ新校舎、沼
地のバスケットコート、青い山脈時代の半世紀が
思い出されました。平均30歳の若者75人と共存
しながらITの一端を担ってます。国内外を飛び
回っていますが、バイタリティは吹高時代に養った
と感謝してます。（横浜市より）　1期生　K/A

●在校中の諸先生方の写真が4号に掲載され
ていて懐かしい想いをしました。本多先生の
コーナーも懐かしく、人文地理のお世話になり
ました。3期生　U/Y

●吹田高校を卒業して早や半世紀が過ぎ月日の
早さを感じます。ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部に所属しており、
会報のクラブ欄を拝見して懐かしく思いました。
4期生　K/N

●5月のプレスでは卒業式や入学式の式典の写
真があればちょっとした記念になるのでは。学
区制が広がると吹高はどの様に変化していく
のか。もっともっとすばらしい吹高にするには…
何か…　9期生　A/K

●昔の教職員の写真は良かったです。今後、年
代別に載せられたらなと思います。又、各期の
特別に記憶に残る写真もあればなと思います。
13期生　I/M

●いつもなつかしく思いながらページをめくってい
ます。少しでも知った先生の名前を見つけると
じっくりと読んでしまいます。今回訃報欄で知っ
た名前を見つけ寂しくなりました。
　17期生　N/E

●一年担任の西田恭子先生（国語）は、印象深
い先生でした。どうしておられるかな？　次号の
プレスで紹介して下さい。（小生：吹田市立山
田東中学校で教諭）　18期生　S/K

●この年になると昔を振り返る事が多くなります。
3年間を思い出が蘇ってくるひとときですネ。な
つかしい方々の近況が知らされて楽しみです。
目立たない地味な生徒でしたが、現在頑張って
ますヨ。夢を持つ心、あきらめない。ということが

どんなに大切で大変なことか、仲間達と語り合
いたいです。　21期生　K/T

●1年生の時の担任だった三木先生の近況
がわかって良かったです。芝野 猛先生はご
健在でしょうか。近況知りたいです。（住所：
不明です。調査します。）　24期生　I/K

●恩師からの便りのコーナーで竹内先生と平塚
先生の記事を読み大変懐かしく思いました。中
学時代英語と数学が苦手でした。しかし両先生
のご指導のお陰で得意科目に変わり、念願の
関西大学経済学部に合格することが出来まし
た。両先生のご指導の賜物だと大変感謝して
おります。また、河合先生の訃報を知り大変
ショックを受けました。高校生活2年2組担任の
河合先生の時が一番楽しかったです。謹んでご
冥福をお祈り致します。合掌。　　　　   

25期生　U/A

●いつも楽しく（時には懐かしく）読ませて頂い
ております。「こんにちは先輩」のコーナーで
の、先輩方の体験談やアドバイスは、参考に
なっています。昨年夏、一年間の韓国留学を
終え日本に帰ってきました今は韓国語と英語
の勉強をしながら語学関係の仕事に就職する
事を目指しています。　49期生　I/R

鳳志会プレス第4号の発行に多くの卒業生の皆さんから色々な
メッセージを頂きました。その一部ですが掲載させて頂きまし
た。皆様の温かいメッセージで編集委員も励まされます。今後
も充実したプレスにしていきたく思います。

順位
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38

39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56

期
25
25
8
10
5
4
9
16
16
9
24
9
2
7
9
11
8
10
10

7
11
8
5
9
8
6
10
19
7
4
10
11
9
12
9
16
9
10

10
8
6
7
9
10
8
9
10
10
7
4
24
10
22
9
16
8

名　　前
明石　真由美
花田　政敏
金岡　　嗣
奥川　富夫
小野山　靖郎
西野　一鋪
由上　充男
金子　　茂
岡本　　實
松倉　寿男
孫田　隆行
山神　久友
中村　　寛
西本　　勝
佐藤　雄久
玉置　　光
神田　賢一
下岡　　勉
中尾　　昇

田中　　洋
村中　重夫
須田　有彦
田中　郁夫
玉置　康夫
阪本　昌一
前田　　宏
三本　　寛
山川　雅子
森川　　優
赤瀬川　彰一
北本　冨康
西川　克弘
吉見　百合子
松山　勝三
清水　　功
櫛田　　豊
林　　 幸子
嶋田　隆夫

西方　佐和雄
達川　孝一
高野　欣明
馬場　　功
天野　和彦
三浦　　眞
馬場　源吾
前田　正利
阪本　典暉
久野　秀夫
湯浅　　博
高瀬　敏男
中岡　　薫
神藤　加代子
石野　晴美
下村　　努
和田　昭夫
武長　　勝

クラブ名
一般
 テニス
野球
野球
一般
ラグビー
一般
ラグビー
体操
野球
テニス
陸上
一般
ラグビー
登山
テニス
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ
一般
野球

野球
テニス
剣道
陸上
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ
陸上
一般
一般
卓球
一般
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ
剣道
野球
ﾊﾞｽｹｯﾄ
ﾊﾞｽｹｯﾄ
野球
ラグビー
一般
陸上

テニス
柔道
一般
剣道
ラグビー
ﾊﾞｽｹｯﾄ
化学
一般
剣道
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ
野球
テニス
放送
一般
卓球
ラグビー
一般

グロス
94
74
85
82
106
99
85
90
96
95
88
94
98
95
100
100
99
98
98

104
90
96
108
100
98
97
103
108
94
100
93
105
117
108
106
99
99
111

117
104
104
103
114
95
108
110
100
112
111
109
117
116
127
125
131
131

ハンディ
20.4
0
10.8
7.2
31.2
24
9.6
14.4
20.4
19.2
12
18
21.6
18
22.8
22.8
21.6
20.4
20.4

26.4
12
18
30
21.6
19.2
18
24
28.8
14.4
20.4
13.2
25.2
37.2
27.6
25.2
18
18
30

36
22.8
22.8
21.6
32.4
13.2
22.8
27.6
16.8
28.8
27.6
25.2
32.4
31.2
39.6
36
36
36

NET
73.6
74
74.2
74.8
74.8
75
75.4
75.6
75.6
75.8
76
76
76.4
77
77.2
77.2
77.4
77.6
77.6

77.6
78
78
78
78.4
78.8
79
79
79.2
79.6
79.6
79.8
79.8
79.8
80.4
80.8
81
81
81

81
81.2
81.2
81.4
81.6
81.8
85.2
82.4
83.2
83.2
83.4
83.8
84.6
84.8
87.4
89
95
95

第7回鳳志会ゴルフコンペ　成績表

開催日：平成19年5月17日　開催場所：茨木高原CC（注記：一般とは、クラブ活動の所属なし）

開催日：平成１９年１０月１６日　開催場所：茨木高原ＣＣ（注記：一般とは、クラブ活動の所属なし）

第9回　鳳志会ゴルフコンペの開催ご案内

第8回参加者（総数48名）

参加希望者は、事務局迄ご連絡下さい。

順位 期 名　　前 クラブ名 グロス ハンディ NET 順位 期 名　　前 クラブ名 グロス ハンディ NET

順位
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32

33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48

期
10
10
10
7
9
19
10
25
8
11
25
16
9
2
9
9

43
4
8
11
9
24
10
13
10
11
9
16
9
12
10
9

9
7
6
9
16
10
8
9
18
10
7
19
10
10
8
7

名　　前
三本　　寛
北本　冨康
三浦　　眞
田中　　洋
由上　充男
辻　　 隆信
下岡　　勉
花田　政敏
金岡　　嗣
奥川　富夫
明石　真由美
櫛田　　豊
丸子　　宏
中村　　寛
山神　久友
林　　 幸子

辻　　 和幸
赤瀬川　彰一
達川　孝一
村中　重夫
佐藤　雄久
中岡　　薫
久喜　由美子
中村　充隆
阪本　典暉
玉置　　光
清水　　功
金子　　茂
玉置　康夫
松山　勝三
中尾　　昇
尾崎　千紘

河野　惠一
馬場　　功
高野　欣明
前田　正利
岡本　　實
久野　秀夫
須田　有彦
下村　　努
藤本　順子
西方　佐和雄
湯浅　　博
山川　雅子
神藤　加代子
嶋田　隆夫
神田　賢一
足立　敬次

クラブ名
一般
剣道
ﾊﾞｽｹｯﾄ
野球
一般
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ
一般
 テニス
野球
野球
一般
ラグビー
野球
一般
陸上
一般

テニス
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ
柔道
テニス
登山
テニス
ﾊﾞｽｹｯﾄ
体操
剣道
テニス
野球
ラグビー
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ
ﾊﾞｽｹｯﾄ
野球
一般

柔道
剣道
一般
一般
体操
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ
剣道
卓球
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ
テニス
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ
卓球
放送
陸上
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ
野球

グロス
90
86
89
95
94
99
92
84
95
91
94
93
105
104
91
97

89
95
107
86
97
103
109
114
100
104
110
85
97
108
107
104

95
95
104
116
103
115
92
115
120
115
100
112
125
115
118

途中棄権

ハンディ
19.2
14.4
16.8
22.8
21.6
26.4
19.2
10.8
21.6
16.8
19.2
18
30
28.8
15.6
21.6

13.2
19.2
31.2
9.5
20.4
26.4
32.4
37.2
22.8
26.4
32.4
7.2
19.2
30
28.8
25.2

15.6
15.6
24
36
22.8
34.8
10.8
33.6
38.4
32.4
16.8
28.8
40
28.8
31.2

NET
70.8
71.6
72.2
72.2
72.4
72.6
72.8
73.2
73.4
74.2
74.8
75
75
75.2
75.4
75.4

75.8
75.8
75.8
76.5
76.6
76.6
76.6
76.8
77.2
77.6
77.6
77.8
77.8
78
78.2
78.8

79.4
79.4
80
80
80.2
80.2
81.2
81.4
81.6
82.6
83.2
83.2
85
86.2
86.8

第8回鳳志会ゴルフコンペ　成績表
順位 期 名　　前 クラブ名 グロス ハンディ NET 順位 期 名　　前 クラブ名 グロス ハンディ NET

　鳳志会活動の一環として平成20年度も5月と
10月に開催します。毎回参加者が増えていま
す。

●開催日　平成20年5月22日（木）
●会　場　茨木高原カンツリークラブ
●予定数　20組　80名予定

〈第9回　鳳志会ゴルフコンペ〉

鳳志会ゴルフ愛好会事務局
9期生　清水　功
〒564－0001吹田市岸部北1－11－2
Tel 06-6330-4031
Fax 06-6330-4032
E-Mail　i_simizu@qj8.so-net.ne.jp
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平素は、野球部OB会の諸活動にご理解ご協力を賜り、厚く御礼申しあげます。
　さて、平成20年度吹田高校野球部OB会総会を下記により開催しますので、
ご出席くださいますようお願い申し上げます。

日　時： 平成20年6月22日（日）　午前１１時より
会　場： 吹田高校　２階　会議室
内　容：・平成19年度　活動報告、決算報告
　　　　・平成20年度　活動計画、収支予算審議　他
その他　試合応援（茨木高、金光八尾高校と練習試合の予定）

吹田高校野球部ＯＢ会 事務局　〒５６０-００１４　吹田市吹東町９-６
川口　茂 （１５期生）　TEL／FAX  ０６-６３８１-９３０８

野球部ＯＢ会　「平成２０年度総会」のご案内

OB会会費納入のお願い
　OB会も現役野球部に対し、更
なる発展に向けて出来る限りの
支援をしていきたいと思っていま
すので、OB会費納入をよろしく
お願いします。
（7月中旬に総会報告書と振込み
用紙を送付します。） 平成20年野球部OB会の新年会（16名参加）

ソフトテニス部「ＯＢ会」のご案内
　ソフトテニス部ＯＢ諸兄姉にはお元気でご活躍のこととお喜び申し上げます。日頃は、
ＯＢ会並びに現役生に多大なるご支援を賜り、有難うございます。毎年9月の第1日曜日
に、母校にてＯＢ会（テニス大会）を開催しております。今年も下記の通り開催致します
ので、お誘い合せの上ご参加下さいますようご案内致します。

日時：平成20年9月7日（日） 雨天中止
　　　午前9時～午後5時 正午よりＯＢ会総会
場所 ： 吹田高校テニスコート　会費 ： 4,000円（昼食代含む）
ＯＢ会会長 13期生 西村 義雄　TEL06-6388-7923

今年度からOB会年会費（一
口3,000円以上）を郵便貯金
口座（14030-10979641　吹
田高校テニス部OB会）にお
振込み頂きたくよろしくお願い
致します。

代表者　馬場　功（7期）

〒565-0841　吹田市上山手町20番25号
TEL（06）6389-2451
FAX（06）6389-2146

寿功建設　株式会社

代表取締役　
松田　紀男（8期）

金 型 設 備 総 合 商 社

〒577-0012
東大阪市長田東5丁目1-18
TEL（06）6743-0110

植田機械（株）

取締役　松清　満子（9期）　（旧姓　中瀬古）
〒564-0082　吹田市片山町3丁目31-17
TEL（06）6387-3355　FAX（06）6387-3363

ace@sutv.zaq.ne.jp　http://www.sutv.zaq.ne.jp/ace

（有）エース住研
不動産 分譲・売買・仲介・管理・各種保険取扱

白アリ駆除・ハウスクリーニング・リフォーム斡旋

ナカ　セ　コ

TRATRIA Tuzzii
大阪市北区曽根崎新地1-3-30
岩村ビルB1F
営/18時半～23時　土日祝休

Tel.06-6344-7729

19期生　辻 隆信さん
（バレーボール部キャプテン）
吹田高校時代、吹田市長杯で優勝。大学卒業後、江坂で
イタリアンレストラン、漆職人を経て現在、輸入車のリペア
会社を経営しながらイタリアンレストランを08年2月にオー
プンした。

卒業生が気楽に立ち寄れる
イタリアンレストランを新地にオープン！

トラットリア　ツッティー

 20年前、江坂の東急ハンズに「スパゲティファクト
リー」をオープン。スパゲティ専門店として当時話
題となった。その時の味を20年ぶりに新地で再
現、あの当時の腕前は今も変わらない。安心でき
る素材を厳選し、オーダーが入ってから調理する、
作り置きは一切しない。水にもこだわる。
　お薦めのスパゲティはきのこクリームスパゲテ
ィ、クリームと聞くと濃厚なクリームを想像してしま
うが、これがあっさりしていてそれでいてしっかり
としたコクがある。今までに味わった事のないよう
な味との出会いだ。その他キムチスパやムール貝
のソテー、たこのマリネなど一品ものも手抜きは
ない。奥さんの実家が酒屋さんと言う事でアルコ
ールも充実、珍しい焼酎もあり、「新地に知り合い
の店があるよ」と友人と気楽に利用してほしい。

なすベーコンのパスタ……………650円
あさりとキムチのパスタ…………800円
めんたいことクリームのパスタ…800円
ブルスケッタ盛り合わせ…………650円

▲たこのマリネ（650円）

▲ムール貝のエスカルゴ風（650円）

駅前第1ビル 駅前第2ビル

ポプラ

ヒルトン大阪

新地 本通り

梅田DTタワー

Tuzzii

やきとり播州やきとり播州
ロンドンロンドン

西
梅
田
駅

JR北新地駅 R2R2

地
下
鉄
四
ツ
橋
線

地
下
鉄
四
ツ
橋
線

プレゼントコーナープレゼントコーナー

●今回第5号に登場の吉
本興業・麒麟の田村裕さ
んの200万部のベストセ

ラー『ホームレス中学生』を読み大変感動しました。“逆境が人
を育てる”と感じると共に、いま、恵まれた環境でぬくぬくと育っ
ていく多くの日本人に感銘を与えたものだと思いました。その
田村さんの体験が3月21日に毎日放送テレビでドキュメンタ
リーで放映され、より生 し々く知りました。又、吹田高校での担
任の先生（公文先生）の生徒への接し方が田村さんの人生を
変えたように思います。これも先生の生徒への指導の姿勢と
して大事な示唆を与えていると思います。まだ『ホームレス中学
生』を読んでいない人には是非一読をお勧めします。　（MT）

●最後まで読んでいただき、ありがとうござ
います。毎回諸先輩より頂く寄稿「こんに
ちは先輩」旧職員の先生より頂く「恩師の
便り」に感謝です。会報作成・会員宛発送
に多大な費用が掛かっています。住所判
明者 13,050名に送ります発送作業に
延べ約50名のボランティア支援と、賛助
金・広告掲載で一部を賄っています。将来
は、会員各位に年会費を納付していただく
案も話題になっていますが、もう暫く鳳志
会の運営及び会報作成と会員宛発送に
努力していきます。　（編集委員より）

●グランドにそびえ立ってい
たメタセコイヤの木が伐採さ
れました。枯葉がご近所の迷
惑になっていたそうです。年
月と共に吹高の回りは住宅
ばかりになっていました。でも
正門の前には四季折々の花
がいっぱい植えられて、美しく
飾られています。いつの時代
も学校を良くしようと努力され
ている方がいらっしゃる事がう
れしく思います。　（MT）

●「とても懐かしく思います」「いつも
楽しみにしています」年に一度の会
報にこんな言葉を頂いた時、編集委
員の苦労も吹き飛んでしまいます。卒
業から久しく同級生や先輩、後輩に
会う機会も少なく、母校の様子や卒
業生の活躍、恩師の便りなど、誌面
の一字一句を隅 ま々で何度も読んで
青春時代に想いをめぐらす…今年も
遠くの町で会報の届くのを楽しみに
待って下さる方々を思うと、おもわず
編集作業に力が入ります。　（MD）

　今回から読者プレゼントコーナーを設けました。卒業生の皆さん
から右記の商品をご提供頂きました。ご希望の方は同封のハガキで
ご応募下さい。抽選は総会会場にて行います。また皆さんからこのコ
ーナーへのプレゼント商品ご提供をあわせてお願いいたします。 

TRAT
RIA T

uzzii

お食事
券
ペア

10,0
00円分

読者
プレゼント

5名 5名

〔旧職員〕10,000円：井上和郎　4,000円：廣瀬邦彦　3,000円：大林輝子　〔1期生〕5,000円：濱田昭、濱道治、納谷洋子　3,000円：小林弘一　2,000円：田中茂
〔2期生〕20,000円：尾畑貞子（楽木）　10,000円：曽我隆子　5,000円：鳥野弘（平松）、中村寛、熊田年子（山向）　2,000円：川井　夫、小川財弘　〔3期生〕
5,000円：田中章子（名越）、白岩武志人　3,000円：澤田光鷹、稲置啓一、宮本正博、岡田妙子（長島）、高橋政子　2,000円：磯西國男　〔4期生〕10,000円：峰下
哲　5,000円：田中幸子（岡本）、泉 幸子（神田）、辰見彰　3,000円：遠藤澄子（近田）　2,000円：新谷正（山本）、瀬底勝子（森）、高瀬敏男　〔5期生〕10,000円：
椿野武博、小野山晴郎、田中郁夫、岡崎昇　5,000円：村山博子（津田）、福島房枝（岩田）、秋山輝子、小山周子（寺西）、吉田充栄（中窪）　3,000円：末井典子（見
沢）、壇上恵美子（加古）、山口武政　2,000円：佐藤吉彦　〔6期生〕50,000円：上村和輝、5,000円：荒川洋一、美濃辺覚、2,000円：藤井寿子（川島）〔7期
生〕5,000円：湯浅博　3,000円：三木正子（三島）、宮野禎三、和田信一、田中洋　2,000円：石田彰、三宅幸子（中山）、中山多美子（大野）、清野昌俊〔8期
生〕10,000円：神田賢一、森口隆　5,000円：池田智代（鎌倉）、武長勝、広畑光弘（小谷）、湯原醇子（白石）、柿本能幸　3,000円：伊藤雅彦　2,000円：井上美知
子（金谷）　〔9期生〕10,000円：清水功　5,000円：寺坂幸子（有井）、松川泰彦、南方弘子（岡村）、笹部てる子（槇）、渋田光子（金野）、松倉壽男、由上充男4,000
円：西島経子（後藤）、林 幸子（水野）　3,000円：福田育子（徳田）、真田幸隆、井上武彦、西田博（奥野）　2,000円：濱口吉弘、松本久子（大門）、天野和彦〔10期
生〕10,000円：木田雅子　6,000円：岡喬子（山本）、林省之介　5,000円：三田朝善　3,000円：蒲田弘　〔11期生〕10,000円：上野和明　6,000円：内田正　
3,000円：飯村勝之、大塚昌子（中村）、椿原千昭（野間）　〔12期生〕2,000円：大形之彦、植田三郎、藤岡万里子（堀之内）、片柴正実、池田清昭、小西博、大村信
行、中村清、浜田民代（大野）、原美也子（野口）、大川孝子（田中）、武村潤子（高木）、鎌苅行子（尾崎）、森口富代（後藤）　〔13期生〕2,000円：笹部泰和、上村秀
輝　〔14期生〕10,000円：鳥居和美（中村）、唐澤八洲人、浜口好一　5,000円：久次米克也　2,000円：謝花秀雄　1,000円：河合幸子（吉岡）　〔15期
生〕10,000円：岡本哲朗　3,000円：前田良憲　〔17期生〕5,000円：土井実　2,000円：西山恵美子（横山）、家本裕　〔18期生〕2,000円：藤本順子、田中美
香子（松本）　〔19期生〕5,000円：吉田一裕、池谷綱記　2,000円：仲地盛和、村田和人、北野泰弘、竹山和延　〔20期生〕2,000円：副島由美（杉内）〔21期
生〕2,000円：荻野正晴、市山勝久、池田義忠　〔22期生〕3,000円：松原秀典　〔23期生〕5,000円：明石光弘　〔24期生〕5,000円：寺村富太郎　〔25期
生〕10,000円：木下英明　5,000円：佐藤康三　〔29期生〕5,000円：田中泰美（山本）　〔43期生〕2,000円：加藤久士　〔53期生〕2,000円：横山奈央
（平成20年3月4日現在　140名　645,000円）

14

　鳳志会は卒業生からの終身会費（5,000円）で運営されており、主に年1回の総会と会
報発行、卒業生の名簿更新作業などを行っています。その他学校の設備修復や周年行事
などの準備、実施にも協力しています。その運営にあたる役員、理事は1期から42期までの
卒業生あわせて37名が定期的に集まり活動しています。その活動の中で、毎年会員さんに
お送りしている「鳳志会プレス」の発行費用に苦慮しています。卒業生の皆さんには広告や
寄付金などの協力を頂き、発行しておりますが今後もより充実した内容の会報をお届けする
ため皆様からの更なるご協力をお願いしたいと考えております。年1回お届けするこの会報
を通じて、吹高生同士のコミニケーションと絆が更に深まる事を願っております。今後も皆さ
んのご支援ご協力をよろしくお願いいたします。

収支の差額608,966円は一般会計から現在は支出しています。この差額分を何とか一般会計から補填するこ
となく会報が発行できますよう役員一同努力しています。何卒ご理解、ご協力の程重ねてお願いいたします。

支出の部 会報制作費 647,210円
 郵送費 917,898円
 事務経費 16,543円
　合　　計  1,581,651円

収入の部 広告収入 329,685円 
 寄付金 645,000円
合　　計  972,685円

鳳 志 会 　 平 成 1 9 年 度 　 賛 助 金 　 寄 付 振 込 者 名簿

本社　〒531-0076　大阪市北区大淀中4-11-3
TEL.06-6453-1731　FAX.06-6453-1755
メールアドレス　info@maruni-ss.co.jp

世界のコマツ建設機械部品

株式会社 丸二製作所
代表取締役　竹中義彦（3期）

吹田市片山町1丁目20-12
TEL　06-6388-6009　FAX　06-6388-0008

た　た　み
筒井　進（8期）

（株）筒 井 畳 店

鳳志会からのお願い

寄付賛助金のお振込みは下記まで

毎
年
、鳳
志
会
の
総
会
と
懇
親
会

に
は
1
0
0
名
近
く
の
卒
業
生
が

参
加
し
て
い
ま
す
。

鳳
志
会
プ
レ
ス
の
編
集
委
員
の
皆
さ

ん
。誌
面
充
実
の
た
め
編
集
に
も
熱

が
こ
も
り
ま
す
。

〈事務局からのお願いと連絡〉
■住所・住所表示・電話・氏名変更等の連絡
会報お届けの封筒に貼り付けのタックシールを確認して下さい。
住所変更、表示、間違い等があれば卒業年・卒業期・氏名を明
記の上、同封の返信ハガキで事務局まで連絡下さい。
■会員名簿は、鳳志会で安全に管理しています
卒業生の会員名簿は、鳳志会で会員の氏名及び住所等の個
人情報を安全に管理しています。

13,000通を発送
するため3日間の
べ50人の卒業生
に手伝っていただ
き封入作業をして
います。

振込先：口座番号　00970-5-330003　
　　　　大阪府立吹田高等学校　鳳志会（ほうしかい）

郵便局にて
払込の方

振込先：口座名　大阪府立吹田高等学校　鳳志会（ほうしかい）
銀行名：りそな銀行　吹田支店　（普）5993985

銀行振込
の方

■鳳志会収支報告（4号発行分/15,000部印刷、13,000部郵便にて全国に発送）

※敬称略 （ ）内は旧姓


